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高体連 マ ークの由来

このマータは、全国高体連が発足して、間もなく作成されたものであって、若

人の力と技と明朝な精神を表徴するものである。

競技は力であり、進歩は技の練磨にまつ、競技者はこれをつつむに明朗な精神

をもってせねばならない。

高体連のマークを構成している三つのKは紅色によって浮き出され、煮人の情

熱を示す次のようなドイツ語の頭文字をとったものである。

力 KRAFT  ‐技 KUNST  明朗な精神 KLARHEIT

このマークは、高体連旗となって、全国大会はもちろんのこと、高体連の主催

による大会には必ず会場にみかけることと思う。

期   日  昭和46年 8月 1日 (日 )～ 8月 7日 (■ )

‐ 本 ハ 恒
′ヽ-1● 物

主   管

第1会場

第2会場

第3会場

第4会場

善通寺市立東中学校体育館

四 国 学 院 大 学 体 育 館

善通寺市立西中学校体育館

善通寺市立東部小学校体育館

全国高等学校体育連盟バ ドミントン部

香 川 県 高 等 学 校 体 育 連 盟

香 川 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会

善 通 寺 市 バ ド ミ ン ト ン 協 会
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◎ バ ドミン トン競 技 開 会 式 〈8月 1日 (日 )善通寺市立東中学校体育館
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ごあい さつ

全国高等学校体育連盟会長

大会会長 宮 田 豊 太 郎

昭和 46年度 全国 高等学校総合体育大会夏季大会が関係

各位の ご協 力とご援 助 に よって,徳島県 をは じめ香川 ,

愛媛 ,高知の四国 4県に わた り盛大 に開催 され ます こと

は,高等学校体 育振 興の ため まことに喜 ば しいことと感

謝 の ことば もご ざいませ ん。

と くに本大会 に規 しく皇太子殿下 ,同妃殿下 の ご台臨

を仰 ぎます ことは,われ われ にとって無上の光栄 であ り,

殿下の ご激 励 に こた えるため に全力を尽 したいと存 じて

お ります。

本大会 は高等学校生徒 が 日ごろ学校の クラブ活動 を通

して学習 された体育 の成果 を,全国各地 か ら選 ばれた代

表生徒 諸君 によって発 表す る貴重 な場 であ り,ま たスポ

ーツ を介 して相 互の理解 を深 め親 善 をはか る無二 の機 会

であ ります。

競技の形 式 をと るスポー ツにおいて,優勝 の栄光は貴

重 ではあ ります が,優勝 に至 る過程 において よ り貴重 な

体験 が な され , それが将 来へ の成長の糧 となることと信

じます。生徒 諸君 が高体 連のマー クの 3つ のKの字 が示

す 「力と,技 と,明朗 な精神 」 を身 をもって体得 し実現
し,正 々堂 々と競 技す るよ う期待 します。

最後 に,本大 会の 開催 に至 るまでに払 われた地 元の方
々お よび関係諸 団体の ご後援 ご指導 に対 し心 か ら感謝 を

申 し上 げ るとと もに,平 素の生徒 の指導 に 日夜 献身的 な
ご努 力 をいただ いた諸先生 に衷心 か ら敬意 を表す るもの

であ ります。
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祝  辞

文 部 大  臣

高 見 二 郎

皇太子殿下 ならびに同妃殿下のご臨席の下に,昭和 46

年度全国高等学校総合体育大会が本日から徳島県 をは じ

め四国各県の会場 において盛大に開催 される運びとな り

ま したことはまことによろこびに耐 えません。

この大会は,高等学校生徒諸君が,日 頃から実践 して

きたスポーツ活動の成果 を全国の友 と競 い合い,そ のよ

ろこびを分 ち合 う高等学校体育 界の一大祭典であると存

じます。精神的,肉体的に発達の著 しい年代にある諸君

がひたす らに自己を練磨す ることによってた くま しい体

力と旺盛 な気 力を養い,次代 を担 う若人として成長 され

ることはたの もしい限 りであ り,そ の意味において,本

大会の意義はまことに深 いものがあると考えます。

全国の高等学校生徒の中か ら選ばれて出場の栄誉 をに

なわれた諸君は,ス ポーツマ ン精神にのっとり,正 々堂

々,充実 した競技 を展開 され るよう希望 します。

おわ りに,こ の大会の準備運営にご尽 力くださった関

係各位 ,ま た地元当局の方々に深 く敬意を表 し,あ わせ

て本大会の成功 を祈 ってお祝 いのことばといた します。
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ご あ い さ つ

日本バ ドミントン協会

会長 本 田 弘 敏

全国津々浦々より厳 しい予選に勝ちのこり、母校の名

誉をになって集まった1600余 名の選手諸君と大会役員の

方々をお迎えして、昭和46年度全国高等学校総合体育大

会,高松宮・同妃賜杯第22回 全国高等学校バ ドミントン

選手権大会が開催 されますことは誠に意義深 く喜びにた

えません。

スポーツは単に勝敗をきそうものでなく、スポーツを

通 してたくましい体力をつちかい、協調性をやしない、

美 しい友情を育てていくところに重要な目的があると考

えられます。青春の季節に花ひらくこのインターハイが

諸君の人生にとって必ずや思い出深い有意義として実を

結ぶであろうことを信 じてやみません。

申すまでもなく、最モのバ ドミントン競技の発展はめざ

ましく、世界における日本バ ドミントン協会の地位は確

固たるものがあり、特に海外遠征のチャンスも数多く招

来 しています。

このような時機にバ ドミントン競技において、伝統を誇

り、幾多の名選手を輩出した香川県で本大会が開催され

ますことは意義深いものがあります。

次代の日本バ ドミントン界をになう諸君が一堂に会 した

この機会を生かして、どうか持てる力を十二分に発揮さ

れ、正々堂々とスポーツマンシップにのっとり、その技

と力と心をご披露いただくよう切望してやみません。

最後に本大会開催のために多大のご理解とご協力を賜

わり、その準備にご苦労項いた地元関係各位,大会役員

の方々に対 して心から感謝の意を表してあいさつといた

します。
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ご あ い さつ

金 子  工 則

このたび皇 太子殿下 ,皇太 子妃殿下 を終戦後始 めて ,

この四国路 にお迎 え し,全国各地 か ら二万三千 人余の高

校生 が,体育 を中心 と して集 り,こ の大会 が極 めて盛 大

に行 なわれ ることは, わが香川県 に とって もこの上 もな

く喜ば しく,大 いな る感激 であ ります。

思 うに青年 こそは,国家の将 来 を託 すべ き新 しい力で

あ り,民族 の創 造 力 と活 力と英知 を大 きく未来 に稔 らせ

る良心で あ り,魂で あ り,情熱であ ると信 じます。

従 って青年 に寄せ る国民の期待は極 めて大 きく,こ の

炎天下 、「至純・ 探求・躍動」の スロー ガ ンの もと,高校

生 によって くりひろげ られ る本大会 において,ス ポー ツ

を通 じ全国の高校生 が左情 を深 め,激動す る新時代 に生

きる退 しい精神 力と肉体 力 を培 かい,新 しい日本の建設

に大 きく寄与せ ん とす るの基盤 を作 ることは実 に意義深

く,四国 4県の住 民 が この大 会 に寄せ る期待 も,ま た ,

ここにあ りと謂 うべ きで あ ります。

酷暑の側 り,ご臨場 賜 りま した両殿下の ご清勝 を諸君

とともに心 か らお祈 り申 し上 げ,参加選手諸君の ご健 斗

を切 に祈 り,大会 関係 者の ご労苦 を深 く謝 し,歓迎の こ

とば といた ます。

9日

´′

Ｆ
Ｄ

香 川 県 知 事
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香川県教育委員会教育長

田  中 和   夫

昭和四十六年度全国高等学校総合体育大会を四国四県

真夏の太陽のもとで,日 頃鍛えた力と技をじゅうぶんに

で開催し,本県においても六種目の競技が行なわれ,全

国各地から選手諸君をお迎えすることは,ス ポーツ振興

青春時代にスポーツを通 じてきびしく鍛ぇることは,

明日をにない,未来を築く,た くましい肉体と精神力を

獲得するために欠くことのできないものだと思います。

発揮するとともに,本大会のスローガンである「至純・

探求・躍動」を究明してほしいと思います。

のご支援とご協力に対して深く謝意を表します。

口 10
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ご あ い さつ

香川県高等学校体育連盟

会 長  松  岡 厳

||ロ
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昭和46年度全国高等学校総合体育大会は四国地区で行

われ、その うち、6種目の競技が本県で催されることは

まことに喜びにたえません。

参加せ られる選手,役員のみな様に心から歓迎の意を

表したいと存 じます。

どうか選手諸君は高体連のマークに象徴 されて
いる力

と技と明朗な精神をもって、「至純・探求・躍動」の
スロ

ーガンのもとに、母校の栄光のため、健闘してください。

そして、この大会が人間修練の場 となり、またお互
いの

友情を深める機会となることを願ってやみません。

終 りに、本大会に寄せ られました各道府県高体連なら

びに県内外の各方面からの格別のご厚情とご支援に対 し

心から厚 くお礼を申しあげますとともに、大会が円滑に

運営されるようお祈 りして、ごあいさつと
いたします。
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歓迎の ご あ い さつ

善 通 寺 市 長

平 尾 勘 市

今回全国高等学校総合体育大会第22回高松宮.同妃賜

杯バ ドミントン競技の会場として本市をご選定いただき

全国各地から21世紀の担い手である皆さんをお迎えして

選手権大会が開催されますことは誠に光栄に存じます。

本市は古くから文化の香り高く弘法大師ご誕生の霊地

として,五岳の連山に囲まれた総本山善通寺を中心にそ

の門前町として,ま た第十一師団司今部の所在地として

面目を保ってまいりました。

一方インターハイも22回 を数える中で善通寺第一高等

学校は全国同好の士よりの温かい庇護の下,連続 5回に

わたる優勝の栄に浴し柳かご認識をいただき,本市の体

育振興に寄与するところ大なるものを感 じます。

本年度の総体は「至純,探求,躍動」という大テーマ

をか げヽられましたが,こ れこそ,21世紀に処する態度

だと考えます。どうかこの主旨を十分生かし,友情を深

めつ 本ヽ大会に若い力を結集されますよう念願いたしま

す。

お迎えいたしましたもの ,ヽ施設その他不備な点ばか

りで,ご満足いただけないとは存 じますが,関係者一同

誠意をもって諸準備をす めヽてまいりましたので,お気

づきの点はご遠慮なくお申しいでいたヾき,寛容のご協

力をお願い申しあげます。

終りに本大会において選手諸君が日頃練磨の成果を十

三分に発揮され,テーマにふさわしい実りあるものとな

りますよう心からお祈 りいたしまして歓迎のご挨拶とい

たします。

■ 12



ご あ い さつ

全国高体連バ ドミントン専門部長

りll  田    勇

このたび、昭和46年 度全国高等学校総合体育大会バ ド

ミントン選手権大会が、本日から7日 間、瀬戸内海をこ

えて、弘法大師ご誕生の聖地であり、又 5カ 年間連続全

国制覇をとげたバ ドミントンの名門善通寺一高のある四

国香川県善通寺市において開催されることになりました。

本大会も回を重ねることここに22回 、役員,選手数約

16()()名 、このように実にすばいしい全国大会に発達 して

参 りましたことは、まことに喜びに耐えません。

さて、出場選手諸君は、全国各地のきびしい予選を勝

ち抜いてきた精鋭であります。スポーツには勝敗はつき

ものですが、スポーツの精神にのっとり、日頃鍛えたす

べての力を余すところなく発揮 し、母校の名誉と競技の

栄光のため正々堂々とベス トをつくして悔いのない熱戦

を展開して下さい。そしてこの大会が闘魂と公正と友情

のみちあふれた真にその名にふさわしい者人の大会であ

るよう望んでやみません。

なお、真夏の折柄、健康にはくれ ぐれも注意 して下さ

い 。

おわ りに、本大会 を開催するに当 り、地元県 ,市当局

並びに市民各位の心暖かいご支援 ご協力、更 には
バ ドミ

ン トンに対す るご理解 に対 し心から感謝 と敬意を表する

と共に、本大会の成功 をひたす ら祈 ってごあいさつ と
い

た します。

13ロ
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ご あ い さつ

香川県バドミントン協会会長

辻  村  猛

万物済々として進 しく生長する時に当り全国各地の期

待を担った若鮎のように元気濠刺たる精鋭をお迎えして

ここに昭和46年度全国高等学校総合体育大会バ ドミント

ン選手権大会を開催する運びになりましたことは,私 ど

も地元のものとしてひとしお感激深いものがあります。

ここ善通寺市は皆様ご存知のとおり,弘法大師ご生誕

の聖地であります。そればかりでなく,昭和31年以来五

年連続してこの大会で優勝を飾った善通寺第一高等学校

のあるところであります。

そうしたゆかりの地で栄えある競技に参加活躍してい

ただくことは,み なさんにとっても生涯の楽しい思い出

になるに違いありません。

申すまでもなく,ス ポーツの妙味は勝ち負けを超えた

すがすがしさにあります。どうか騒がれている公害もなく

く,緑に包まれた,こ の清らかな大気を胸一杯に吸い込
んで,日 頃,鍛えぬいた技と力を存分に発揮し,みなさ

ん方の一人一人が悔いのない競技を展開していただきた

いと思います。

終 りにこの大会の開催にご協力いただきました各位に

厚くお礼申し上げて,ご挨拶に代えさせていただきます。

Fヨ
フ,

口 14
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歓迎の ことば

香川県高等学校体育連盟パドミントン部会長

宮  本    宏

皆さんは「栄冠を善通寺市で」をあいことばに,こ の

1年 さぞや厳しい練習に励み,苦 しさに堪えてこられた

ことと思います。そして,今 ,あふれる闘志を抱いて,

開催地に来られました。「郷上の栄誉と声援に応えて, う

んと頑張るぞ」皆さんのその気塊を私はひしひしと感じ

ます。

善通寺市で全国高校バ ドミントン選手権大会が開催さ

れるのは,昭和27年 についで第2回 目になります。当時

は高校バ ドミントンも現在のようには盛んでありません

でした。しかし,い まは違います。この約20年の間に,

バ ドミントンはすばらしい勢いで普及し,技術も急速に

進歩しました。こうした情勢の下で勝ち抜くには旺盛な

精神力と強じんな肉体が何よりも必要です。

暑さを吹きとばし,大いにフアイトを燃やし,最後まで

健関して下さい◇インターハイは,技を競うことだけが

目的ではありません。全国の志を同 じくする者が,一堂

に集って,お互の心にふれあうことに意義があります。

どうか7日 間の競技をとおして,皆 さんの心の高揚にも

努力して下さるよう祈 ります。

15日
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歓迎のことば

香川県立善通寺第一高等学校

岡  部  弥 生

幾多の予戦を勝ちぬかれ、栄誉あるインターハイに出

場なさったバドミントン選手の皆さま、ようこそ善通寺

へいらっしゃいました。

ここ善通寺は、弘法大師ご誕生の地として知られていま

すが、静かな田園都市のこの町も今は若い力があふれて

おります。

インターハイ。それは、私たち高校生が若いたくまし

い力を発揮して、日ごろの練習の花を開かせるところで

す。そして、全国から集った若人が、お互いに友情をた

しかめあうところです。

「至純・探求・躍動」この大会のスローガンをかかげ、

全力をつくしてシャトルを打って下さい。私たちも、皆

さまのプレーに、力いっぱいの声援を送りたいと思いま

す。そして、この善通寺での闘志が、高校生活のすばら

しい思い出となりますようお祈りして、歓迎のことばと

いたします。
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ギルソナイト ルーフィング

ワイヤラス.  メタルラス

TEL 2‐ 0951
´
「 EL 552‐ 2436

r1Zr4 t- (=r? u- h{Hffitrru+,
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祝 全 玉 高等学校バ ドミン トン大会

毎 日けんこう。ノ

Moinichi 宙日牛乳

日本 酪 農 協 同 株 式 会 社
日本社一大阪市浪速区二島町 5番地 TEL大 阪 (“2)代 1%1■工場一大阪・和泉・滋賀
・和歌口
「
南紀・広島・徳島・香川・松阪・福井・池田 ■事業所―金沢・岡山・名古屋

三菱ダイヤトーンステレオ

4チャンネル(QM-4方式)ステレオ新発売
迫カプラス臨場感が世界のスピーカ

ダイヤトーンにより,さ らに倍増

Dss― S62 標準価格  145,000円

三菱電機株式会社

三菱電機 スレア 善通 寺小野光電社

〒 765善 〕l看寺 市 生 野町 市 役 所 前
TEL(08776)2-0955
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昭和 46年 度全 国高等学校総合体 育大会役 員

名 誉 会 長

名誉副会長

会   長

副 会 長

名 誉 顧 問

顧   間

石井光次郎

武市 恭信

古田豊太郎

高崎 米吉

河野太喜造

染川 光三

高見 二郎

渡辺 栄一

河野 謙三

奥野  良

佐藤 朝生

地崎宇三郎

八田 一郎

藤本 宏清

増西 春三

湯浅 佑一

山田 光成

西川1 正一

稲田  勤

樋「1  実

田中 季雄

野坂  浩

野中 義治

千葉 卓朗

細川准一郎

石田 壮吉

藤川I 忠義

久本 武夫

川真田郁夫

内田 太郎

武智 一繁

三宅 恒夫

石井 和夫

久保田英一

浜田 成博

三好 啓資

堀家 重俊

高田二三男

鈴木 重武

岸田 文男

二川 卵吉

行成 正春

前田 義徳

村山 松雄

田畑 政治

小沢吉太郎

柴田 勝治

中川  新

入見 誠治

船津 国夫

両角 政人

東 龍太郎

西川 政一

田村 正衛

嘉納 履正

木村篤太郎

根岸  正

牧山 圭秀

荒川 清美

川端 昇市

小松 直行

日中喜一郎

内藤 啓一

大崎 中男

武市 一夫

中野 栄吉

伊丹 武雄

河野 康一

井上 房一

久保 隆美

坂田 義士

尾崎 信幸

平尾 勘市

緒方 益囲

越智 伊平

亘本

竹谷

松岡

渋谷 敬三

青木 半治

栗本 義彦

鈴木 良徳

西野 綱三

広 堅太郎

保坂 周助

安川  寛

松尾 静磨

三橋  誠

安井  謙

四角 誠一

松方 二郎

久保田 栄

鬼鞍 弘起

林 譲四郎

金子 清則

芝村 義邦

新井 迫之

向島 安市

新居源太郎

谷  光次

新居 徳松

佐藤  博

真鍋弥太郎

岡本 久治

水野 秀夫

狩野 明喜

藤井孝太郎

伏見 芳晴

辻村 猛男

松友  孟

鈴木  清

井上源兵衛

金子 正則   自石 春樹   溝渕 増巳

通

新

巌

大竹

江川

高市

金弥

清臣

純徳

岩間英太郎

東  俊郎
′」ヽiり更

`恵

[三良β

竹腰 重丸

野津  謙

野汲登美男

前田 義徳

柳田 秀一

東海林武雄

竹田 恒徳

伍堂 輝雄

牧  真一

太田 光雄

市原 康允

猪狩 則男

本田 英夫

大谷 一雄

石平 俊徳

吉田  寿

三河 住市

原 菊太郎

酒井  頃

井内 嘉則

天野美亀雄

三瀬  甫

田中 和夫

二田 松司

大沢  肇

脇  信男

中井 長一

若山 好雄

大西  忠

西村 勝巳

大庭 哲夫

佐伯 達夫

橘  喜朔

長谷川 峻

福永 健司

前田  豊

山口 久太

稲山 嘉寛

山縣 勝見

後藤 押二

本田 弘敏

野崎  彊

岡田 英雄

奥村 純雄

向山 文人

中島  茂

高田  通

山本  悟

岡   淳

阿部 邦一

渡辺 浩之

佐々木栄一

竹原英太郎

伊規須徳博

管  重義

炭谷 恵副

本田 益夫

松浦  薫

香川1 速則

竹下 義人

菊地 哲春
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参   与

毛利 正光

渡辺菊太郎

相原正一郎

窪田幸二郎

永田 茂喜

市原 芳郎

西村 正男

仮谷 忠男

塩見 俊二

戸田 幸夫

藤本 薫喜

南   巌

松本 喜一

長崎  洋

山崎三 子雄

石川 智亮

山辺 貞雄

小野寺英長

藤生 宣明

飯田 勝之

岩崎  武

宇都吉 満
山本 峯生

新屋敷丈太郎

平井  清
山内 藤市

箕浦 喜隆

三宅 二郎

増田 弘一

川真田高太郎

谷  栄

松本  彰

佐伯 厚仁
二宮 基(1

長尾 輝一

田辺 義治

坂本 部男
上居 武夫

二神伝二郎

高橋  士

金井 滋雄

モ藤 広仲

坂本 朝一

森田 治作

森沢 栄晴

田村 良平

湯川1 清弘

高島田政司

福田 義郎

利岡  完

鈴木 利茂

田辺 善丸

毛川金兵衛

早川1 太郎

深川 長郎

庄司 善助

小関 一郎

中村 博二

衣笠 一二

西本 真一

東島  享

関  昭一

日中 憲一

上原 秋男

香田 直人

奏  雅一

村上  励

大西 正夫

中西 由之
三木 嘉光

筒井 正一

岡本 為朝

久保 伝一

桧垣 長慶

吉水 五郎

酒井 青喜

清水 次夫

井部 栄治

山本 信隆

宇都宮孝平

豊Fl  昭

藤本  孟

曽我部清澄

山原

`遍

きニユ貞

`
岡村 雅夫

久保佐土美

西本 正三

大川 邦昭

半田  弘

本村 通夫

河渕 正実

高田 典衛

鈴木 弥門

玉川 春雄

平塚  武

菅原 久夫

東谷 秋夫

瀬尾 正三

金谷 林作

管  恒夫

大場 利延

名買右 操

中山 健介

近藤 一雄

岐  静雄

滝下小二郎

石川1 哲夫

松浦  勝

安
"1 
荒太

佐伯 秀雄

仙波 光三

田辺 博久

岩貞 典記

藤村 久雄

黒田 定雄

山中 義貞

米田 正支

藤川1 守仲

川原 正人

西村福二郎

塩田 保美

中野  明

坂本  昭

安中 正哉

泉  清利
入交太兵衛

入交 庄子

山崎 清憲

邑田 一郎

梅本 二郎

辻村  正

高野惣太郎

相佐 明一

藤井 澄文

三浦総一郎

自上 正三

高山 静也

井上  治

渡辺 邦夫

竹原保次郎

川内  正

和田 富雄

小田 秀幸

河野 真一

小林 義明
曽川 昭男

旅井理喜男

国西  正

安倍 淳実

藤本 精三

嶋村 吉雄

水田  明

山本 寅雄

梶原 勘一

梶浦 晴一

高須賀光憲

福島  深

補瀬 洋吉

大西 正男

寺尾  豊

麻田 金光

川島 源司
入交 太蔵

小笠原勝瀬

和泉吉次郎

古谷 二郎

西山 利平

西崎 清久

菊地 俊一

藤田 二郎

大当  宏

大森  陽
三浦 欣一

中村 義信

太田 俊雄

戸井 一喜

横山 正夫

村沢 隆一

小寺 佐平

森本 真章

笠井 久行
二本 文吾

秋山 敏夫
山本龍一郎

真鍋  実

野本 清一

石川1 恭策

多田 順一

前原 直定

大会副委員長 石野八百治

田原 敏雄

■ 20

高塚恭次郎   鈴江 敏則   八代 博之   中川1  武



委 員 飯村  健

林  岩雄

藤原豊二郎

長谷川寛治

沢井  測

坂上 季男

村山 一郎

伊藤 寿夫

渋谷 恭一

箱崎 和雄

又木誠八郎

和田  弘

西尾他喜志

山岸 敏男

林  正雄

谷川  博

門田  喬

祖父江誉雄

滝下  勝

長谷 澄男

小林  功

井沢  滋

森田 桂示

上川1 武男

成松 峰則

藤原 敬雄

幸崎 勇吉

杉村  正

時久  完

佐藤 敏行

徳永 陸繁

原岡 贅吉

武内 安治

川村 仁視

安藤 朗市

若林  繁

佐野 八郎

岩谷 文雄

横須賀 英

篠崎 兵衛

直田 直人

塚崎 恭一

兼吉 太郎

刀祢弥太郎

富水 勝美

山内 二郎

田福 正治

岩丸  定

北村健二郎

千亀 山 正雄

藤田 和夫

富永  博

池内 純衛

島津 康弘

村田 道春

山崎順緒智

田所善五郎

野原 隆治

藤野 源次

高橋 晃武

船田  議

竹村 博之

松浦 利夫

平田 文雄

野中  乾

矢羽々通夫

半田  実

三枝  浩

北沢 生吉

岩井 克美

三宅 悦次

石九 二郎

内之倉忠男

西真田英昭

西政  昇

藤原 八郎

宮本 正巳

大島 久俊

佐々木 工

山西  寛

越智  武

大野 直明

小川 洋一

北川 正水

松本 俊一

成田 喜澄

川田  勇

山本  実

小野 時男

栗山 英二

遠井 稔男

浅野 達三

澄田 秀夫

河田 利夫

野木村 浩

高杉 隆三

山田 文威

砂子 寿弘

山田 正明

永松 国雄

安田 義富

三木 只雄

天羽 一歓

神藤 真三

堀川 久栄

西本 共介

渡辺  緑

野本  一

猪野 幹二

河本 武夫

前田禎二郎

安岡 利明

大久保明子

下村

山田

上野

梅田

菊地

加藤

大庭

遠藤

佐藤

黒田

谷口

嶋田

北吉

古脇

松尾

吉田

鳩成

竹原

井上

芦原

吉本

田中

菅原

伊藤

成川

森田

上田

竹内

平八

基男

幸一

嵩

章

正雄

淡路

忠

典古

清次

鈴正

重春

正一

通明

斉昭

正善

房吉

茂雄

良文

時行

宏

寿一

元之

主税

正

忠明

広高

英夫

徳島県実行委員会委員

愛媛県実行委員会委員

香川県実行委員会委員

高知県実行委員会委員

21日
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ノヽ
ィ にヽ
フミ 役  員

名 誉 会 長

名 誉 副 会 長

大 会 々 長

大会副会長

本田 弘敏

金 7= 正則

平尾 働市

=口
豊太郎

高崎  米吉

鈴木  清

江 ,11 清臣

広 田 兼 散

森女徳兵衛

田中  ,和大

誉  重義

辻オナ 猛男

松 岡 巌

衝井 正一

細 川潤 一 郎

高口  通

石渡 後一

岡本 久治

松同 健雄

松同  厳

辻村 猛男

川崎  智

内田宗太郎

光家 虎彦

高日 照男

林  岩大

勝 賀瀬 凛

高橋  正一

秋山 工雄

矢原  高幸

久保 田英一

青  重義

狩野 月月喜

尾崎 信幸

鎌田 道海

伊規須徳博

大森  薫

西口1 清次

藤井  猛

濁野 正窓

飯村  健

直木  通

庄司 善助

藤 田 二郎

鈴木  消

河野太書造

日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 長

香  ′|1 県  知  事

善 通 寺 市 長

全 国 高 等 学 校 体 育 連 盟 会 長

全国 高 等 学 校 体 育 連 盟 副 会長 岸田 文男

竹谷  新

井 L源兵衛

栗本 援産

古日皇太郎

直木  通

河野太喜造

染 ||1 光三

|サ r団〕 Z口 al'日本 バ ドミ ン トン 協 会 副 会長

(香川県高等学校体育適盟顧 問 )

大 竹

二 川

金 弥

卯 苦

松下 工寿

顧1  間

香 川 県 教 育 長

香 川 県 教 育 次 長

香
"1県
バ ド ミ ン ト ン協 会 長

香
"1県
高 等 学 校 体 青 連 盟 会長

薔  通  寺  市  教 育 長

(全 国 高等学校体 青 連 盟顧 間 )

(日 本パ ドミン トン協会願 間 )

(香 川 県 教 育 委 員 長 )

(香 川 県 教 育 委 員 )

(香 川 県 体 青 協 会 副 会 長 )

(善 通 寺 市 実 行 委 員 会 顧 問 )

小 松  直 行

石 口  杜 吉

白 山 源 二 郎

芝村  義邦

田中書一郎

松葉徳二郎

俊 徳

迪 之

文 雄

石 平

新 井

lI』 Hi

高 尾

鈴 木

千 葉

メJlI

栗 林

ユ:tヨ

伊 達

同 崎

山 下

松 浦

久保

蓮 生

久保

炭 谷

大 沢

桂 二

重 武

一 貫

亨

正直

邦衛

節 夫

一 郎

修

一 正

善 隆

隆 美

月栞高

`
肇

一
■

角野幸太郎

高田二三男

真鍋  勝

山地  清一

川合 信雄

二原 一男

芝   昇

佐伯 厚仁

重富 和男

神原 嘉哲

草薙 利朝

三井 一 こ

氏家 範雄

責武  竹松

杉本 敏行

自井  徳良

勇野喜正春

三 谷 消美

・́ 池  浩蔵    同 本 久治

111

1,■ li

水 野

浜 田

本 田

秀 夫

成 博

益 大

松 司

義 士

啓 資==攻子

(前県パ ドミントンt`会長 )

香 川 県 総 務 部 長

香 川 県 厚 生 部 長

香 川 県 警 察 本 部 長

香 川 県 経 済 労 働 部 長

全国 高等学 校体 青連 盟理 事長

全国高等学校体青達盟事務局長

都道府県高等学校体青連盟会長 菊 地

,,′ ||

′1 「ヽ鳴

平 塚

飯 田

俊 ―

春 雄

一 郎

武

勝 之

● 22

参    与

辻村  正

大竹 金弥

藤生 宣明

石野八百治

大彗  宏

小野寺案長

高野惣太郎

松吉  利夫

相佐  明一

中村 博二



(日 本パ ドミントン協会参与 )

(都道府県パ ドミントン協会長)

香川県教育委員会保健体育課長

香川県パ ドミン トン協会副 会長

香川県高等学校体育連盟ヨ」会長

(善 通 寺 市 実 行 委 員 会 参 与 )

(善 通 寺市 実行 委 員会 委員 )

三二
'|1  

卯吉

衣笠 一二

三浦 欣一

瀬尾 正三

井上源兵衛

東島  亨

染」11 光三

藤井 澄文

東谷 秋夫

江
"I 
消臣

白上 正二

高市 純徳

金谷 林作

新屋敷文太郎

大森  陽

二浦総一郎

字都童 満

行成 正春

中村 義信

高山 静也

須郷 :光 太郎

小関 二郎

日野 貞夫

広田 兼敏

矢部 喜一

織田 喜一

野島 一翁

日原 又蔵

原  立市

入交 庄子

梶原 景光

米丸 芳男

藤吉

修

進

吉弥

義孝

紋七

英一

喬一

猛男

司

義光

菅原 久夫

岩崎  武

竹谷  新

西本 真一

松岡  厳

山本 撃生

大田 俊雄

角田 贅三

地崎宇二郎

浅野喜代治

小業,  i貢

小口 政雄

上条 密門

金森 藤平

藤田 庸右

石渡 俊一

天野 辰雄

俊成  蕉

秋吉  昇

中村英太郎

石′|1 哲夫

佐藤 実一

小林 義明

得水新太郎

古市 照義

横田  実

櫛田政 太郎

金関 一大

溝田  1実

」ヒ野 友美

喜岡 恒雄

山尾 武男

常包 英一

緒方 正人

北山 守文

構 ,1 安彦

佐柳  正

柴田 正都

十
"1 
弥市

ナt,甫 シメ /

熊谷芳太郎

河合庄一郎

稲L山 正雄

山本祐二郎

小島忠左衛門

市川 十郎

市鳴智二郎

後藤 押二

宮下 与吉

今井 鎮雄

中村  1建

市河 八五

藤井 二男

荒木  実

稲福 盛輝

西村

′
1ヽ 1■

神原

ォす井

堀内

瀬戸

森田

山下

千′(111

森村

真光

吉田

大平

伊丹

坂ロ

白川

白井

中村

竹中

中平

横井

山科

広瀬

正夫

保

進

光昭

博

黒照

桂示

賑

国男

:l召

巽

治

朋重

経尚

竹雄

芳樹

憲一

弘一

寿男

願

茂行

義光

党

渡辺 茂雄

秋山 元一

豊島 繁雄

影山徳太郎

=1武
 忠義

吉田 忠徳

岡野 政文

秦  光朋

藤野 ,財舌

柳  好克

細谷 正幸

高喘 秋好

山根 等男

橋本 友仲

小野 憲一

向井  進

氏家  章

和泉 哲夫

小池 義光

福崎  隆

川田  1勝

大西 幸三

大麻 治郎

松構

額賀

滝ロ

和田

加藤

九鬼

永末

中尾

辻村

四島

藤日

久保 貞市   ,|1崎  智

無太郎

哲男

輝一

富夫

聡

高畑

野村

真鍋

田辺

長尾

横田

矢田

高尾

竹田

,||1奇

上ロ

柳

平原

大浦

松永

藤川

義春

貢

寿一

寿夫

喜智

定雄

宇吉

稔

智

俊雄

繁雄

満

畠哉

政臣

昇

二男

山根

原

岡崎

田中

横田

旭

細川

谷川

痢:川

出田

清

弘

美

亘

三

貞

　

昌
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黒jll  稔    山口

山下 秋丸   安藤

竹内 保産   安田
元香川県市昔す雫サ蔦曇聾 高塚1 寛  下田
香 川 県 教 育 委 員 会 総 務 課 長  大谷 利治

香 川県教育 委 員会 高校 枚青課長  吉本 輝男

香 川県 教育 委員会 義 務教 育課長  口村  減

香川県教育委員会学校体育副会長  香月 義徳   溝渕
香
"1県
教育委員会保健体青課長補佐  関  武雄

全国 高等学 校体 青連 盟 パ ドミン トン部長    川田
全国高等学校体育連盟バ ドミン トン副部 長    逮井
香川県高等学校体育連盟パ ドミントン部会長    吉本
香 川 県 パ ド ミ ン ト ン 協 会 理 事 長   穐 山
香 サII県 高 等 学 校 体 育 連 盟 理_事 長    八代
香川県高等学校体育連盟バ ドミン トン専門部長    森田
全 国 高 等 学 校 体 育 連 盟  赤

"1 
贅二   平沢

パ ドミン トン部専 門部長委員会  吉越 龍三.  豊岡

二十里光秋   新井

吉
"1  
勉    不破

松野 辰也   金子

大世古吉弘   牧野

岸  研一   平林
石原 幸雄   山根

野村 淳平   森田

佐伯 昌美   山頭

別府  照   仲村
全 国 高 等 学 校 体 青 連 盟  柳  一夫   森

バ ドミントン都中間  伊沢 二郎   谷
都道府県高等学校体育連盟理事長   (北 海道)内田 正博

(秋 田)相場 消―

(山 形)板垣 隆房

(福 島)箱崎 和雄

(栃 ホ)松本 弘充

(崎 ■)五十里光秋

(神奈川)又木誡八郎

(山 梨)三枝  浩

(愛 知)谷口 鈴正

(二 重)伊豆  晃
(新 潟)大里 後一
(石 川)中島 寿祀
(滋 賀)岩井 克美

(奈 良)松尾 良行
(大 阪)青木 昭二

(岡  山)三宅 悦次

(鳥 取)奮脇 通明
(山  口)植田 博宣

始

明

良介

正 一

隆 t

山下

高尾

忠雄

兼明

i好

松′c

正賢

健二

大会委員長

大会副委員長

片山 藤義

||1本   博

大 会 委 員

勇

稔男

宏

正雄

博之

桂示

寛

14盾鯰

咸

裕

忍

建大

,ム出司

1令

市川

昔原

里見

飯 |■

川中

辻

松尾

毛利

石丸

本郷

中西

′」ヽオホ

和司

保

光徳

良信

車喜

広之

良行

精志

良男

節生

禎二

茂

小野寺昭美

中島 俊文

伊沢  二郎

松 ド幸二郎

中嶋 鎮也

山本  博

佐藤  博

石井  実

見元  等

吉田 信之

桂 示

正之

寛市

議雄

亮

安楽 木夫

(昔 森)市りII 和司

(岩  手)夫羽々通大

(吉 城)佐藤  典古

(茨  城)野中 正稔

(群 馬 )野木村 浩

(東 京 )若林 元典

(千  葉)高橋 重夫

(静 岡)塩り|1  浦

(岐 阜)和 田  弘

(長  野)小出沢 悟
(富  山)内 多小五郎
(福  井)塚崎  恭―

(和歌山)吉田健次郎

(京 都)市村  修
(兵 庫 )吉持 節夫
(広 島)安倍 淳美
(島 根)林  正雄
(徳  島)新見 泰志
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日 ,■  ´`  ド ミ ン ト ン 協 会

常薔理事 ・ 理 事

相馬 清一

日村 英男

並木万次郎

秋元 信一

標本 彦次

吹田 修一

松本 弘充

高橋 重夫

青木 昭二

塁見 光徳

福田  武

佐々木隆夫

布引 修ニ

大須田良作

大里 俊一

渡辺 成雄

中島 寿薦

吉村 節夫

毛利 清志

植田 博宣

和国  寿

伊藤 基記

五十鷹正信

菊地  利明

遠井 稔男

浅関  武

神谷 一三

菅原 幸雄

山本 邦産

金子 幸男

石原 幸雄

桐竹  贅

村山 幸雄

相場 清一

野中 正稔

高精 重夫

田村  博

大竹 健司

伊豆  晃

上原 正士

倉光 ′忠雄

浜中  誠

川島 一郎

日高  壮

(香 川)八代

(愛 暖)浜中

(人 分)川 島

(長・崎)柿本

(古 崎 )日 高

(沖 縄)吉田

小さ '車宏

伊藤 基記

佐藤 芳郎

牧野  武

伊藤 鉱―

小飼 栄―

布引 修二

内田 正博

中島 寿鵬

オ亀山 正雄

鈴木 信夫

内田 正博

竹内 光雄

松本 弘充

玉手  庸

小出沢 僣

内多小五郎

松尾 良行

青木 昭二

橋本 角市

山本 邦彦

東田多美男

丸山 嘉久

:亀 山 正雄

地下 義文

塩崎美津夫

鴨丼  高司
松浦  要
自杵 利一

瀬島 靖彦
西川 清司
小林 高明
西宇 徳義
芦原 時行
山西  寛
堀り11  勇

辻   要
山下 良治

村上  弘
富田 槙男
唐渡 敏明
円崎  11恵

博之

誠

一郎

修宜

壮

正機

高倉 正治

市喘智二郎

内藤 安雄

毛利 清志

上原 正士

後藤 忠弘

増田 保夫

坂垣 隆房

渡辺 成雄

和国  寿

加藤 三夫

鈴木 ′忠雄

板垣 隆房

増田 保夫

内藤 安雄

塩り|1  浦

朝見 順一

吉田健次郎

寺田  寿

石原 幸雄

新見 泰志

山本 八郎

仲村 寛市

野口 利行

森田 桂示

(高  知 )

(福  岡 )

(佐 賀)

(熊 本 )

(鹿児島 )

田原 敏雄

石丸 二郎

東田多美男

伊藤 基記
九山 嘉久

都道府県バドミントン協会理事長

香川県バ ドミントン14会常務理事

香川県バ ドミントン協会理事・

香川県高■学校体青連盟パ ドミン

トン専門部委員

香川県高等学校体育連盟常任理事

香川県高等学校体青連盟理事

香川県高等学校体育連盟事務局長

香川県教育委員会保健体育課

東条

藤原

義昭

和文

平尾

高尾

正昭

信雄

柴田

松永

英野

佐藤

三木

資廷

森川

植松

宇条

西条

山本

隆男

政臣

勲

正幸

厳

吉徳

正義

勇

綾子

武男

栄子

細 1lI

泉川

小松

同野

東原

鎌田

喜同

栗林

正茂

嘉輝

昭夫

敗文

明子

紀夫

恒雄

博

長喘 美弘
本家  勉
日笠 久義
石谷由美子

岡田 敏彦
宮武 秀明
笠井 和夫
杉谷 輝雄

小路

小足

寿幸

知子

勝三 野

治
　
宏
　
動

義野口福一郎

松口 英雄

新富美知代

山下

作花

木村

下河 芳樹

豊田 孝子

高1● 摯夫
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このブランドが楽しいデザインとすぐれた品質を保証いたします

取締役社 長 稲  井  久  慶

マガジンラック・スリッ′1ラック・ウオールミラー・ハットラック・フオーンテーブ
'レ

・′゙ランルラック・スツール・ワヨン・キャビネット 等レ]、ウ京具

香川県善通寺市上吉田町 舒和     TEL(0876)2■
“

7(代 )

大阪市南区般谷仲之町32番地 (香川県ビル)TEL(06)251■
“

l(代 )

◎四国工芸株式会社

製造品目

本 社 工 場

販 売 会 社
シ ヨ ー ク ラ フ トい

東 墨

IC ワンタッチテープレコーダ

ジτ扇】陸
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運 営 役 員

総務 委 員長

総務副委員長

総  務  係

式 典 表彰 係

連 絡 接 待係

会  場  係

整  備  係

救  護  係

賞本  宏

川崎  智

森村  昭

高鴫 秋好

竹田  稔

横田 昌三

高畑 義春

小林 桂子

山尾 武男

橋本 友伸

坂口 竹雄

秦  光朋

藤野 沢裾

松永 政臣

岡野 政文

大北 良孝

森川  崇

原   弘

山根  清

森江美代子

河合 峰子

香川つや子

須藤 房子

田辺 寿一

谷口 福一

谷
"1 
輝一

伊達 皓二

細谷 正幸

山下 五市

横田  直

山下 広文

真光  巽

松元 健二

一井ツヤ子

石崎 昭子

川崎  智

亀山 茂行

香川あや子

三好 正責

琴高 5名

東条 義昭

緒方 正人

横田 喜智

白,|1 芳樹

中村 弘一

小野 節雄

遠山エツ子

亀井 令子

飛田 和幸

秦  光明

柳  好克

大平 月月重

向井  進

旭 熊太郎

福永咲弥子

夫喜多マツエ

伊丹 経尚

上国 俊雄

小松 昭夫

山下  賑

長尾 寿夫

高尾 宇吉

田中  亘

柳  繁雄

岡部 輝男

亀山きよ子

小池 義光

秋山 国男

森江美代子

善一高生徒

白玖 正彦

福田美知子

久本佐岐子

小野 正子

長目 節子

吉田

′」ヽ里予

自井

細
"I
平原

矢田

構口

和泉

治

憲一

憲一

哲男

清

定雄

安彦

哲男

(続  轄 )

(進  行)

(会場整備 )

(放  送)

(表  彰 )

(プラカード)

(プラスパンド)

北野 友美

細川 富夫

常包 英一

大北万里子

細川1 美一

西,II 清司

伊達リヨ子

山崎  隆

三原 幸子

岩井マキ子

川添  勝

金崎兵太郎

常包 英一

山地 敏之

高畑  勝

村井 ネt子

大麻 治郎

鹿庭 春信

小野 満雄

山田 悦男

高倉 重信

鈴木 幸枝

山下規矩子

松浦 壼子

氏家  章

中川アツ子

長谷川瀬子

山下 ′忠雄

高木 芳子

高吉 清順

鵜川 汎佑

植田 君代

池田 幸子

内田 孝子

河端 房子

横田 京子

善一高20名

北岡 一男

中平  順

香川1 義昭

奥田知可子

黒り|1  稔

谷畑  勝

松崎 健二

香川あや r

積山

高橋

多田

小野

勝子

君子

登志

昭子

高ロ

綾

藤城

竹中

野村

草薙

大前

保

善弘

功

寿男

貢

義輝

知義

"I田
吉井

戸城

大西

山根

大塚

横田

勝

品範

智昭

幸三

等男

順一

一徳

安藤  明

岡部 末子

谷11静子

善一高8名

北山 守文

泉 美津子

河合 峰子

山下 秋丸

高尾 義昭

池脇 淑恵

森岡千代子

竹内 保彦

竹中 寿恵

長ロミユキ

細川 忠幸

柴田スエ子

積山 勝子

善一高10名

宿 ,自  係 小田  保
山下 麗子
吉井  ,美

山地嘉二郎
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競 技 役 員

競 技 役 員長

競技副役員長

競 技 委 員長

競技副委員長

競 技 委 員

進  行  係

記  録  係

報 道  係

掲  示  係

放  送  係

シ ャ トル係

川端

森 田

遠 井

北 野

昇 市

桂示

稔 男

友 美 野 口  利 行

相場 ,青一

里見 光徳

(1)。 西川1 清 p〕

(1)○ 鎌田 紀夫

(■ )0岡田 敏彦

(Ⅳ )0泉 川 嘉輝

岡野 政文

森,|1 正義

定野 藤子

古田フサ子

松浦  充

大中善四郎

東条 義昭

綾  俊幸

(1)大 北万里子

(1)高 木 芳子

(I)川田  勝

加納 喜彦

市嶋智二郎

堺  栄一

松永 政臣

小林 高明

小松 昭夫

西宇 徳義

臼杵 利一

秋山マサル

加藤 豊子

後藤 幸文

細川 富夫

窪田 昭吉

吉松 敏英

藤原 和文

音泉 邦彦

秋山冨美子

荒井 妙子

(1)谷川1 輝一

村上 和明

(Ⅲ )大浦 菖哉
片山 近夫
平田 保一

(Ⅳ)真鍋 三男

上岡  等

秀雄三角

岡村 英男   並木万次郎   中島 寿膳

小寺 正夫   保坂 佳人

瀬島 靖彦   高尾 信雄

資延 吉徳、   藤原 和文

須崎 正典   喜岡 恒雄

地下 義文

日笠 久義 三 木 厳   吉武 秀明

平岩 和美  佐藤 正幸  河合 素子

横田 栄子   我部山英子   真鍋 啓子

津島キスエ   鵜
"1 
汎佑   角山  潤

泉  札子   北野 和子   岡   曙

田中 光年   十河 春好   永島 和夫

向井 利雄   谷日  勉

(■ )佐 藤 福 チ   今日アヤ子

(Ⅳ )佐 藤真知子   今井 信子
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審  判  長

副 審 判 長

審  判  員

ラインズマン

スコアラー

穐 山 正雄

(I) 平尾 正昭  (1)河 野 誠士  (■ )細,II 正茂  (■ )泉川 嘉輝

豊岡 昭蔵1   平沢  寛   富越 竜三   新井  威   金子  忍

大世古吉弘   11」根  怜   本郷 節生   イ左藤 茂雄   4ヽチ|1 哲夫

中沢 裕朗   野口 義文   山崎 修二   伴  秀夫   和国 英司

仁頃孝二郎   池田 博司   長谷 吉博   辻野 高夫   木元  治

田中  実   元藤  孝   小松原克夫   谷田部美澄   永井 雅一

中林 正俊   西村 正裕   稲本 俊彦   矢野 春生   i植田  寛

足立 守男   岩田  昇   菅原 弘貴   井上 晴之   山内  哲

小田 忠庸   =内  博孝   渡部 勝重   中村 洋-   4ヽ林 正明

清水 英俊   山田 正則   前野 次信   山下願治郎   河野 啓樹

田渕 照久   口中 英夫   門前 坂本  哲  山本 真江

井上るり子   薗浦 孝子   田所 静子   石原 英子   山本みどり

福本 幸子   ′lヽ西 幸代   赤沢ひろ子   森  清美   大坪恵美子

大西 順子   山下 清美   I11下  由子   宮武 範子   上枝  豊

佐原  聡   大林 清貴   山地 淳之   小野坂芳治   辻本 義文

新名 教男

善一高生徒   県内高校バ ドミントン部生徒

善一高生徒
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ネ兄 第 22回全国高等学校バドミントン選手権大会
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勝利のスマッシュを決めるフロアの勇者
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◎ 総 合 的 な 注 意

(1)こ の大会は、全国高等学校体育連盟が定めた大会実施要項および現行日本
バドミントン協会競技規則同大会

運営規定に準じて行なわれます。

(2)競技場の運動グツは競技用と屋外用をはっきり区別してくださ
い。

(3)試合のため会場へ到着したら「受付」へ連絡してから入場してくださ
い。

(4)応援は ミ声援、でなく 拍`手、で行なってください。

(5)そ の他、監督、主将会議による。

◎ 競 技 上 の 注 意

(6)会場へ定刻 45分前 までに到着、団体織∞分 まえまでにオー ダー用紙 を進行係
へ提出 して くだ さい。

(7)こ の大会は競技開始の順序 をつ ぎの よ うに行 ないます。

①  エントリーされている者は全員、25分前になったら集合所
へ整列 します。

②  15分前に行進で入場 します。

③  あいさつ後、 3分間づつ練目時間を与え、第 1ダブルスから始めます。

④  ゲームの進行状態に応 して 2コ ー トで並行 して試合を行 うことがあります。

(3)棄権とみなす時間は、∞分前までに (ま たは、指示のあった時
"0ま

でに)オ ーダー提出がないときと、集合

のしめ切 り時間 (20分前)に集合 しなかったとき。

(9)ベ ンチヘ入ることのできるのは、当腋試合の集合所へ集合したエ ントリーされた者の
みです。

oo すべて 3点先撃で終了します。

ol)選 手の変更は、監督・主将会議をもって最終のものとします。

02 ブレーヤーは、余分な発声を厳に慎 しんで ください。

03)主書が認めたタイム以外はいっさい認めません。

(lo 個人戦については会場へ定刻30分前に到着 して
いてください。

09 この大会は、競技開始をつぎの順序で行ないます。

①  監督 (ま たは、エ ントリーされている者の うち 1名 )と 当教ブレーヤーは、20分前に集合所
へ整列 します。

②  10分前に行進で入場 します。

③  あいさつののち、両者同時に3分間の線習時間を与えます。

oo 棄構とみなす時間は、15分前です。

oつ ベ ンチヘ入れるのは、前3a9)の みです。

oO 選手の変更は、いかなる理由でも認めません。

◎ 審 判 上 の 注 意

審判団は、厳正公平にその任にあたります。

03)

会場内の附属物にシャトルが当ったときは、フオルトとします。

競技規則第12条、14条、16条、20条などを特に精読しておいて〈ださ
い。

つぎのような欺まん行為に注意しましょう。

汗ふきゃクッひものしめかえ。

1 極端におそいレシーバーの構え。

| サービスするまでに極端にながいサーバーの静止。

判定に対する基本的態度は「疑わしきは罰せず」で行ないます。

優)「抗議」はいっさい認めません。それとおばしき言動には応じ
かねます。不審なときは、礼儀正しく当該プレ

ヤーか監督が主審に「質問」してください。もし、その判定に服しないときは、その試合を放楽
したものと見

なします。

的「異議」の申し立ては、書類で、競技委員長に提出してくださ
い。

ω 全試合終了のあいさつ後、コート・サイドのプラカー ド前に整列し退場します。
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ときには、蝶のように。ときには、豹のように。

シャトルを追うあなたは、―■トー瞬に、変身する。

ヨネヤマの、ワイュースゥェアをまとつたあなたは、

もうひとりのあなたになる。その一」舜が、美 しい。

それは、コート上の華麗なメタモルフオーズ。

バ ドミントン・ラケットで、一流のヨネヤマは、

パ ドミントン・ウェアでも、一流のヨネヤマです。

シヤツ/シ ョートパンツ/スカート/ワ ンピース
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2 1し  '|1 工  業 (広  島 )

1 県立 富 山 商 業 (富  山 )

3 県 立 植■兵 立 野 (神奈川 )

4 県 立 福 島 商 業 (福 島 )

男 子 団 体 戦 組 合 せ 07)

,2

″

′

県 立 吉 田 商 業 (新 潟 )25

正 強 (奈  良 )24

甲  府  商  業 (山  梨 )26

金 沢 市 立 工 業 (石 川 )32

県 立 日 田 林 工 (大 分 )、 33

京 都 商 業 (京 都 )34

府 立 茨 木 (大 阪 )37

東北工業大学電子工葉 ぐ声  i暉そ) 38
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5 県  立  新  寓 (和歌山 )
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′

県 立 富 士 賞 北 (静 同 )27

県 立 日 和 佐 (徳 島)28

秋 田経済大学付属 (秋 田)29

帯  広  農  業(北北海道 )30

県 立 境 港 工 業 (鳥 駆 )31
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6 県 立 松 江 商 業 (島 根 )

7 県 立 長 浜 商 工 (滋 賀 )

8那 覇 商 業 (沖 縄 )

11県 立 高 松 商 業 (香 川 )
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12 岐   率   東 (岐  車 )

2o高 知 学 芸 (高 知 )

21県 立 星 陵 (兵 庫 )

22下 関 商 業 (山 口 )
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桐 生 市 立 商 業 (群 馬 )35
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県 立 高 岡 商 業 (奮 山 )

県 立 坂 出 工 業 (香 川 )

県 立 水 島 工 業 (同 山 )

県 立 松 山 商 業 (愛 媛 )
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劉(お待たせいたしました
ラケ ッ トの名 門 カワサ キが 、遂 に水 鳥 シャ トル の

生 産 を開始 しま した。

選 び抜 か れ た 16枚 の美 しい羽 毛
―
エ リー トシ リー ズ

を ご期 待 くだ さい。

河 崎 ラケ ッ トエ 業株 式 会社
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1 県 立 真 同 女 子 (栃

2 県  立  津  1嗜 (石

3 県  立  草  津 (8ま

木 )

川

費 )

4  ホL  I晃  」ヒ  斗 (日日」し,毎 11首 )
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県 立 新 庄 南 (山 形 )26
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県 立 新
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(和歌山)27

ユ ″ 我 孫 子 三 階 堂 (千 葉 ) 28
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30

33

[11

35

36

37

38

39

40

41

42

43

“

45

46

47

48

49

39■

5県 立 今 治

6 県 立 甲 府 第

7 綸  嗚  女

18清 光 女

19 塩  釜  女

,o九 ′‖ 女

Ll県 立 松 江

ユ2県 立 厚 ホ

13高 松 女 子

“

県 立 平

ヨし

子

子

子

子

商

東

南

商
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0

(彙 崚 ).

(山  梨 )

(長 崎 )

(奮 `■ )

(富 城 )

(福 岡 )

(島 根 )

(神奈川 )

(香  川 )

(福 島 )
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条 (奈  良) 32
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県 立 長 府 (山 口 )
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県 立 盛 岡 第 四 (岩 手 )
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県 立 善 通 寺 第 一 (香 川 )

葉 (長 野 )
′4

0
県 立 宇 治 山 田 (二 重 )

県  立  ,II 内 (鹿児島 )
●

ら
県 立 尼 崎 西 (兵 庫 )

県 立 真 岡 農 (栃 ホ )

富 田 女 子 (岐 車 )

県  立  羽 .後 (秋  田 )

熊 ホ 市 立 (熊 奉 )
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15新 潟 青 陵 (新 潟 )

16県 立 福 山 華 陽 (広 島 )
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●

“″17吉 崎 女 子 (吉 崎 )

18県 立 石 岡 第 二 (茨 城 )

19土 佐 女 子 (高 知 )

20山 陽 女 子 (岡 山 )

女  子 (東 京 )
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県 立 渋 川 女 子 (群 馬 )

高 蔵 女 子 商 (愛 知 )

県 立 倉 吉 西 (鳥 取 )

吉  原 (静  岡 )
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成 安 女 子 (京 都 )

21県 立 浪 同 (青 森 )

女 子 団 体 戦 組 合 せ (49)
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男子 ダ ブル ス組 合 せ (92)
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3
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楓田耕太郎・後● 高史
北村 七日・高木日出夫
下田 春樹・梅本  彰
鈴木 俊雅・吉岡 直彦

川津  昭・精本 雅知
犬山 正一・犬山 清二

渡辺 ■―・角田 重男
土田 証雄・鈴木 克卓

朝倉  青・太田  博
大野 康昭・足利 英2
索  英剛・北谷 恭一

米山 正和・中島 良治
丸山  厚・青木 ―蔵
伊東 悦男・数野 賢二
田中 秀俊・字都宮仲次
森  久幸・松下 忠誠
河瀬  聡・内山 直樹
山本 茂樹・平瀬 博俊
池田 秀美・安逮 雅之
仁木 肖誇・野村 明徳
鶴田 充和・神津 茂彰
字座 億和・大原 伸督
高木 静弘・佐藤 文記
米田 幸生・原  敏夫
佐藤  勇・全野 昌弘
竹林 良明・竹内 洋雅
木村 正身・北村 忠明
酒力  ■・奏お 正E
折井 直則・■島  竜
足利  宏・漆沢  浩
日上 義美・出石  勉
岡田 友―・吉円  悟
田児 淳―・岸本 慎―

秋山 億士・渡辺  修
横山  滋・浅野  勇
町田 勝■・山遺 弘敏
丸山 分之・下田 部弘
水上 誠二・大遺 鉄治
佐 木々寿男・大浦  荘
明神 ―夫・吉円 雅彦
仁料  弘・■沢  繁
小林 嘔■・,,木 宏美
笠野 孝男・岩村 康夫

上林 英明・西本  修
山田 佳―・寺本 淳―

西ll i美・佐野  強

(■ 生市立 高・群 ■)

(甲     南.兵 庫)
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根 )
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中原 敏和・本下
迫  順一・下薗 雄治 (県

雅夫 (甲

絆二 (県

鷹弘 (県

英彦 (県

吉昭 (北

克巳 (府

府

立 会
立 吉 原

立 明

川

立 鴨

元則 (県 立 高松商・香 川) 47

48

49

“51

52

3
54

55

56

9

“59

崎

(■ 立 富山商・富

(県立富士宮北・静

(県立日田林■・夫

(果 立 松江商・島

(県 立 颯島商・福

(県 立 三条商・新

(府 立 ま 木・大

(大  宮  西・崎
(県 立 高松商・香

(日 大 山 形・山

(堀     越・東
(県 立 石 山・激

(北  lll  工・広

(県立  離 早.長

(県立字治山田商・三

(県 立 新 富・和

(県 立 日和佐

(須     坂
(那  ■  商

(県 立坂出工・香 l‖

(羽    幌.北北海道
(洛    星・京 都

′

′ ′

ク

,∫ ′7  2

ユ

本  勉.依田
木 幸雄 .,3木

屋  仁・後藤
山 孝一・田中
谷 武人・田ロ
本 修二・宮崎

泉 文男ウlヽ田
原 恒夫・千明
谷川博秋・田部

口 金彦・森
場  保・古西
居 宏司.松本
谷 盛秀″1ヽ原
辺  勲・■中

′ ′

)

,6

冠

土

中

福

商・山 梨)

津・福 島)

工・静 岡)

善・福 岡|

■・広 島)

派・京 都)

正 (秋 田経 大付・秋 田)

幸男 (県 立 夫 宙・崎 ■)
東・破 阜)悟 (岐  阜

健三 (県 立 彦根工・滋 賀)

修二 (県 立 松工商・島 根)
助男 (金 沢市 立工・石 川)

佐久岡政広・滝本 和大 (県 立 京 葉・千 葉)

遣 (首     里・沖 縄)
義正 (■     強・奈 良)
栄 (東 i姜 塾・育 森)

立 サ|1 内・鹿児島)

行則 (札 幌 工 ・南北海道)
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(札  幌 西・南北海道)
(金 沢市立 工・石 川)

(桑 立 千 嘱・岩 手)

佐藤 敏博・松本
石
"1 
敬一・前日

森山 勝吉・高島

拳 哲也・増田
内 耕三・■利

下‖信一郎・笹円

城  保彦・沖堀
国崎 洋一・田中

日  忠成・含内
後藤 武信・遼藤
森  責正・重井
場 和博・秋葉

な 一洋・岩崎
丹羽 洋幸・伊串

下 敏行・谷島

志富紹春・根間

中丼 基夫・南田
浦 文昭・福士

杉内 邦弘・和佐

(勝  山 商・

(県立字都富■・

(県立日田林工・

(県 立 星 陵・

(高 知 学 芸 .

(県立柳丼商■・

(九 州 学 院・

(県 立 新吉商・

(日 大 鶴ケ丘・

(粛立倉敷青臓・

(県 立山形 ■・

(県立坂出■ ・

(景 立 鳥取西・

(府 立 佐野工・

(仙 台 第 二・

(県 立 尾 北・

(県 立 小倉商・

(県立高ロエ芸・
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(東北工夫電子工・

(県 立 場港工・

(県 立 松山商・

古河 正広・田中
矢谷淳一郎・湯谷

上田 義広・植田

(関東学院六浦・神奈川)

城 |
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媛 |
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(八 戸

(県 立
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(県 立

(■立柳井高■・

(熊 本 商夫付 .

(正     強 .

山 勝美・瀬川
森 敬―・笠谷
爛井 惣次・下野
原  誠・山蔭

正 (帯 広 農 ・北北海道)

吉信 (市 立 横浜商・神奈川)
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日本バ ドミントン協会検定合格球 各全日本選手権大会指定球

上記現金価格(A価格)に荷造運賃を10打毎に300円 を加算 し御送金下さい。

○ 代金後払 lヶ 月以内の場合打 100円 アップ(B価格)lヶ 月以上400円 アップ市価(C価格)に なります。

バ ドミン トンの気品

CMの 風格

く

、

日本バトミントンインタストリ株式会社
!峙:' ユ

Ce」 l`LoBRAND

″ご存じですか.″

★我国でシヤトルコック製法を一番

先に機械化して水島シャトルを善

及したのはCMです。
☆NB.|は ′ヽ ドミントン普及発展の
ために製造から直売システムです。
☆現金でお申込になれば卸価格でお

求め出来ます。

ホワイトウイン 検定合格I求  ¥|′ 500円  シルバープルー 検定合格球  ¥|′ 300円

ユー ル ドブルー 検定合格球  ¥|′ 200円 ゴール ドプラック 練 習 球  ¥ 850円

l
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女 子 ダ ブ ル ス 組 合 せ (95)
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口 節子・本田 治子 (桑 立 新庄南・山 形)
良 早美・中,いづみ (層     麟・大 分)
井 尚子・深沢意理子 (小 樽 商 ・南北海道)
谷 弘子・角田 

“

子 (県立波川女子・■ ■)

上山 依子・坂本 漕子(瞑立御妨商工・和歌山)
芳賀 幸子・木■ ■江 (察 立 著松女・■ 島)
三村 息子・夫原 幸意 (県 立倉吉西・鳥 取)
秋本 幸子・徳田 敦子 (四 条啜学 田・大 阪)
大場三弥子・村田 喜江 (二  階
竹端 4美・草開 利子 (清 光 女
辺 裕子・三田 晴美 (山 層 女
熊田 博子・加藤 弘枝 (県 立時習
小浜 孝子・川本 久子 (■ ■ 女

松田みど,・ 斎藤美智栄 (所    得・北北海道)
嶺井 =子・宮壌 和美 (府 立 知 念・沖 ■)

2
西尾真理子・秋本人代美 (四 条畷学 田・大 阪
小島美都千・浜崎真由美 (県 立 ,11 内・鹿兄島)
瀬戸 圭子・清水 光tt(県 立 平塚商・神奈川)
大久保晴美・六野 直美 (県 立勝山相手・機 井
小山田芳子・島, 息子 (を 広 夫 谷・北北海道)

青木 千栄・東志 史子 (札 颯 啓北商・南北海道)

春木 ■子″lヽ県 澄江 (県 立 日和佐・■ 3)

夫愚 敏子・曽田 幸子 (松 こ 宗 政・島 根)
山口みどう・兵薔ひとみ (仙 台 女 商・富 ■)
島田千代子・矢地 初美 (県立高月女子・富 山)

田由美子・田村 明代 (県 立 吉 原・静 関)山

山

府

南

長

庄新

立

立

県

県

子

子

住

央

千円

川

末

早

息

子

満

洋

田

ロ

円

矢

内真裕美・藤井尚美 (県 立 高 志・福 井)

野山 幸・楠瀬美佐意 (■ 佐 女 子・高 知)
部 悦子・中村ひづろ (県 立下関南・山 口)ン

"1 
饉子・二薇 洋子 (昭 和 学 院・千 葉)
谷 節子・佐薔多美子 (県 立 羽 後・秋 田)
奏久美子・出水 雪子 (■ 崎 女 子・宮 崎)
美津代・井上 昌子 (戯 安 女 子・京 都)
井由美子・沼能 久子 (■立真目女子・傷 木)
崎紀美子・大豪 敬子 (県 立 円 を・福 周)2藤川 英子・

=本
真知子 (県立盛岡第四・岩

井マリ子・安藤 清子 (県立善通寺第―・香 川)

秦子・川上 息子 (領 訪 二 葉・長
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カッコイイ銀色のラケットιη /
キマリーセブン

¥2,500(フレームのみ )

¥3,000
(ガット、カバー付 )

保 証期間  6ケ 月

40」ヽ
多暉 ,ロヨ●
・′:`^〒  10,0001ヽ

在東京実業団、高校、

中学校で人気集中″

姉妹品〈格安)

―

 
―

ι″7∠
Y2,000(フ レームのみ )
Y2,500(ガ ット、カバ‐イ1)

雄 奨 :日 本 バ ドミン トン協 会

自衛隊バ ドミン トン連盟

東 京 都 実 業 団 連 盟

東 京 都 中 体 連

あなたも一度 、使 って

み ませんか。

総発売元

"""“
薦 ■
"

ARLTON

日本バ ドミン トン協会審査合格品

なぜ″カアル トンナイロンシヤ トルの売上げ

が増大 しつづ けるのか ? その秘密は″
:.耐久力 :水鳥シヤ トルの約 3.5倍

陸鳥シヤ トルの約 6.0倍

2.性  能 :水鳥シヤ トル と
`ユ

ぼ同 じ

3.価 格 :イ ンターナシ ョナル (試合球 )
:個 200円

カアル トンクラブ (練習球 )

i個 150円

Eカ レッデナ ィ ロンシヤ トル を新 ら し く
カアル トンクラブと変更 しました。

カアル トンクラブはカレッデ と全 く同一

の ものです。

メトロレジャ‐株式会社
東京都千代田区外神田 5-6-4 〒 ,0: 電皓833-3661(代 )

口

“

キャ リーセ プンはチ ャンピオ ン

か ら初心者 まで、オール ラウン

ドバ ドミン トンラケ ッ ト、

カアル トンラケットに匹敵する

国産最高級品です。

Π
Ｌ

世界最高級カアルトンステールラケット

3.7(ス リーポイントセブン)Y6.mO(フ レームのみ)
3.9(ス リーポイントナイン)Y4.∞0(フ レームのみ)



1 折井
2 明神
3 松 F
4 水上
5 宮崎
6 竹林
7 青山
8岡
9 田児
10 千葉

11 米田

(関

(県

(県

(県

(府

(県

(名

(県

(鹿

(県

(金

(日

直則

―夫

忠誠

誠二

克巳

良明

′8唯

成

神

高

大

崎

院

須

学

″
一

東

‥

富・埼 玉)

商・新 潟)

■・滋 賀)立 謙 早・長 崎
業・広 島)
商・香 川)立 鴨 派・京
山・静 岡)

上・岩 手)

南・長 野)ユ

訴・京 都)ユ

商・沖 縄)
工.鳥 取)

秋日経 大付属 .秋 田)

高 .山 梨)

商・島 根)
寺・石 川)

佐・徳 島)

形・山 形)

内・鹿児島)

津・千 葉)

港・大 阪)●

幌・北北海道)

0

`ユ

≧
奈川)

知 )

井

都

川

知

男 子 シ ン グ ル ス 組 合 せ (92)

′

● ヱ

′
0  2 0

3.

,3′

松口 金彦 (県  立 大 ４７

●

４９

∞

５１

５２

８

，

“

“

５７

”

”

∞

６１

６２

“

“

“

“

６７

“

ω

η

７１

２

お

Ｚ

７５

％

η

“

”

∞

８１

＆

“

＆

“

“

”

田

”

∞

９１

９

立 勝 山・福

田 証雄 (県 立 三 条
北沢 峰和 (県 立長浜 商
田中 秀俊 (北  川1 工
本下 元員1(県 立 高 松
塩,|1 正美 (県香

曇

和

鹿

岩

工

工

商

島

属

出

　

宮

　

　

・
千

坂

電

新

児

立

立

　

　

立

　

　

‥

原  剛 (専
立 富
大  北

忠

淳

博

幸

正

山

島

手

川

形

歌

児

島

阪

玉

縄

島

徳

大

埼

沖

福

佐

工

西

商

工

和

施

　

　

　

津

日

本

吉

覇

会

立

立
　
　
　
　
立

県

府

大

那

県

富坂 知足
山本 修三
宇座 徳和
田上 義美
長谷川博秋

山田 秀才
原  誠

(岡   谷
(府  立 鴨
(那   覇
(県 I境 港

′

1巳

生

和

聡

2● ら
石

山

工

形̈

立

山

市沢

大山

瀬

山

米

河

丸

(県立宇治山田商・二 重)
(県 立 木 更 津・千 葉)

(県 立 倉 敷 I。 日 山)

ユ
一

江

聖

和

第

松

大

日

立

立

立

立

県

県

県

県

秀之

正史

直行

俊行

清二

宏司

茂海

悟

隆

俊彦

葉美

芳彦

文昭

秀樹

,′
,0

.0

ユ0

■善・福 岡

1 15塩飽
1 16佐野
1 17 熊谷
1 18 大山

本 一男

誠 (県 立 倉 吉

彰 (県 立 富 山

2

0

ユ
2 0″

2

ユ

● 2

=

79

●

ユ

●

仁木 尚詩
井浦比呂巳

山本 茂樹
国崎 洋一

円耕

純―

太郎

売―

勝弘

敏和

鉄治

佳嗣

孝

庄子

高木

原

王川 幹雄

(吉   田  商・新 渇
(江     尉。南北海道)
(県 立 松 江 商・島 根)

(県 立 彦 根 工・滋 賀)

正

県 立 沼 津

東 奥 義
県 立 日

(九州共夫八幡西・福 岡)
(県 立 新  ●・和歌山)
(九 州 学 院・熊 本)

(岐   阜  東・岐 阜)
(桐 生市立商業・群 馬)

(県   工  業・宮 城)
(札   幌  西・南北海道)
(県 立 高 松 商・香 川)

″
　

●

ニ
2

Ю

”

２１

２

お

２

ら

２６

η

２

２９

∞

３１

２

“

”

％

∞

”

“
“

“

４

″

“

“

４５

一“

居

　

岡

山

口

川

本

浦

道

川

本

内

良

野

松

王

吉

青

江

西

山

二

作

中

梅

杉

瀬

大

ケ

山

学

学

鶴

松

夫

立

北

州

日

県

東

九

岡・東 京

商・愛 媛

院・吉 城

院・熊 本

強・奈 良

東・静 岡

塾・青 森

川・山 梨

工・鳥 取

商・富 山

′

θ

1末■

● 2

正弘

良治

順―

英昭

信一

県 立 勝 井

庫

福

兵

山

南甲

県

県

聖

日

県

井

島

一　

　

日

尾

山

島

京

岡

福

東

工

津

院

自
面
　
△
エ

水
　
　
学

立

立
′

=,
邦弘

信明

(留

(岐   阜
(秋 田経大付

(1し   ,‖

(甲

(県  立 明
(桐 生 市 立

朋・北北海道)

北村 忠明
井崎 雅弘

森  重朗
深津  登
岡田 友一
小林 良雄
沖堀 保雄
中非 基夫
笠野 孝男
下村信一郎

大 山
立 川
立 木 更

立

"伊
勢 工業・

立 長 崎

立 時 習

立 松 山

F 開
立柳井商

t 石
知 学
立 日田林

奥 義
山

薔
Ｔ
　
週ヽ
　
士
ロ

大原 伸輝
渡部 修一

Z
(県

(府

(羽

(県

(県

(県

(県

(逗

(県

(正

(県

(高

(県

(東

(富

富

日

田

山

田

都

木

分

藤

津

田

部

上

横

池

宇

高

国

後

川

鶴

阿

栗

城

進

滋

秀美

仲次

出夫

忠好

高史

昭

充利

秀夫

英日

保彦

と

′′
重

崎

知

援

三

長

愛

愛

口

良

木

知

分

森

山

山

奈

栃

高

大

青

富

東

館

商

皮

Ｉ

強

橋

芸

工

塾

商

東・岐 阜

属・秋 田

■・広 島

南・兵 庫

商・群 馬

■・大 分

坂・長 野

木・栃 木

商・香 川

●

“
0

神奈川)

″

,(県 立 日田林

(須

(県  立 栃
(県 立 高 松

(県 立柳井商 I・ 山 口

で 勺 雅知

茂

,

ユ

●

′

　

ａ

ル

● 2

ユ

ヽ

a

●

下田 春樹

45■

北村

′

θ

|



7,   1 .■                             __¨ .

_二■_ ■ `′                        υ ●7え

飛翔するコック。翻るラケット
便いこむほど冴える腕―

「
ヨ7な らではです。

ハ トミン トン用 ,の様合メーカー
構 式 会 社

「

ヨ」フレスポープ
」:::1'[1‐ |

七
　
　
ヽ

”

．
ぃ

１

″

:

■

・●
■

′

=́.ヽ
ヽ キヽ

C

′

ツ

`
=

/
′
′

)

|146



女 子 シ ン グル ス組 合 せ (96)
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世 界 の 器 械

体 育 館 施 受一〓
ロ

体 操 器 械

競 技 用 器 具

トレーニ ング 器 具

呈疲:菫撃倉緊 都村 襲饉作月斤

Uレ響
′

代 表 取 締 役 社 長 都  オ寸 忠  弘

香 川 県 琴 平 田丁本夏井 590:番ナ也 ′rEL(08777)5-225!(代 )
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第 3会場 (善通寺 市立 西 中学校体育館 )

舞54雀 ヨ易  (善 通 寺市立東部小 学校体育館 )
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製品品質の近代化
“一流の良品をより安くより早く"

式
社
性杯
〈〓
矢 野 製 作所
本社工場
営 業 部

香川県三豊郡財田町 4451
T IE〕 L (087507) (代 ) 145
郵便番号  769-04
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競 技 へ の 手 引

バドミントンとは

昔、インドのボンベイ州プーナで発生 したこのゲームは、1844年駐在の英国士官によって英国に伝わり、プー

ナと呼ばれていたが、1873年 にグロセスターンヤーのビューフオー ド候の所領パ ドミントンで本格的な競技とな

った。バ ドミントンの名称はその地名をとって名付けられたものである。

バ ドミントンの国際連盟 (略称I.BF)は 1934年 ロンドンに本部を置いて創設され、現在∞力国の加盟で成立

している。日本バ ドミントン協会 (略称N.B.A)は昭和21年 (1%6年 )に結成、お年に日本体育協会、27年 I.

B.Rに 加盟 して、全国46都道府県と沖縄に支部を持′ち、また学生、実業団、教職員の全国職域組織の3連盟を傘

下に置いて横の連絡が形成されて、競技人口の推定は177万人以上、選手の登録数も20゛∞人を数えている。
バ ドミントンの世界選手権は国別の団体戦で男子 (ト マス杯)女子 (ユーバー杯)と も3年毎に行なわれる。

日本は第3回 (19“年)に初参加し、第4.5.6.7回 (1967年 )の トマス杯に出場、第 4回東京大会にアメリカゾ

ーン優勝国として、また第 7回 ジャカルタ大会には濠亜ゾーン優勝国として参加 し、マレーシア (優勝ヽインド

ネシアに次いで第3位である。ユーパー杯は第 4回 (Ю

“

年)に初参加 して、アジアプーンの代表国として、ニ

ュージーランド大会に進み、インドネシア、イギリス、アメリカを倒 して輝 く選手権国となり (昭和41年 5月 21

日ウエリントン市)一昨年 6月 には第5回東京大会にて初防衛に成功 し世界における地位を確保 している。

IB.F加盟国は男女とも米、欧、亜、濠亜の 4ゾーンの内何れかに参加して、ゾーン優勝国同志のインタープ

ーンに進み、これに優勝 して選手権国に挑戦 して新チャンピオンになるシステムである。しかし1%9年ユーバー

杯東京大会の後は、選手権国もインターゾーンに参加するシステムに改正された。

個人の世界選手権はないが、18"年 から始っている全英バ ドミントン選手権大会 (ウ エゾプレー)は、これと

同様にみなされている。日本の参加は1963年小宮好雄選手に始まり、1%6年の男子単に秋山真男選手、1967年の

女子単に高木紀子選手、19“年の女子複に高木紀子・天野博江両選手がそれぞれ準優勝を1969年女子単に湯木博

江、1970年の女子単に竹中悦子がそれぞれ優勝を遂げた。男子単のベス ト8に は小宮好雄、宮永武司、小島一平

の各選手がいる。

N.3.A.主催の年次大会は全日本総合 (個 人ヽ全日本実業団 (団体、個人ヽ全日本学生 (団体、個人ヽ全日本

教職員 (団体、個人ヽ全国高校 (団体、個人ヽ全日本社会人 (個人)の各選手権大会のほか、国民体育大会パ ド

ミントン競技会の 7大会である。

競 技 規 則 (抜粋 )

試合は単、複 (混合)の 2種類で、 1試合 (マ ッチ)は、 1ゲームは15ポイント (女子単のみ11ポイント)の

3ゲーム (2ゲーム先取ゝ

サープした方 (イ ンサイド)が勝てば lポイントが与えられてサービスを続け、レシープ側 (ア ウ トサイド)

が勝つと得点は変らずにサービスオーバーとなってアウ トサイ ドはインサイ ドとなる。但 しダブルスの第2イ ンニ

ングから、パー トナーがセカンドサーパーとなるので、2度のフオル トによリサービスサイ ドが変る。主審は必

ずインサイ ドの得点からコールするから、どちらが何点かすぐ判る。パ ドミントンにはジュースはなく、セッテ

イングが行なわれる。各ゲームで13オ ールか、14ォ ールとなったとき、追いつかれたサイ ドはセッテイングする

権利を持つ。セッテイングしたときはカウントを一旦 0オ ールにし、改めて5点 (13ォ ールのとき)ま たは3点

(14ォ ールのとき)の ゲームとして勝負する。セッテイングにアゲインはない。記録は終了の点数例えば18対 15、

17対 14な どとする。女子単では10オ ールのとき2点の、 9オ ールのとき3点のセ ンテイングとなる。

53日



いつでも
どこでも

コ|力・コーラ

～
ト

つめたく冷やしたコカ・2-ラ

グッと飲0たびにノドにひろがる さわやかなお tヽしき
飲んでも飲んでも ユた手が伸び拿す

スカンと さわやか コカ・コ~ラ

■

■
■

■ 54

ロ ロ コカ・コーラ ボ トリング 株 式会社
SII【 lI1 0001・ COt':0:「 t111 00 tTO ●力・コーラ,it',i

¬

L
ヽ
」

ヽ」
′
L“
「L

ヽ
ヽ

′

口
Ｆ

「

―
―
‐
　

　

．―

日」
Ｐ

´



主なフオル ト (反則)は次の通 りである。
|. ラインクロス、フットフォル ト

サービスのときに、サーパーやレシーバーがラインをふんだりまたいだりしたとき (パー トナーはかまわな
いヽ 足をずらせたり、床から離したとき (一部でもついていればよいヽ

2 オーバーウエス ト、オーパーハンド
サービスがウエス トの線より上で打たれたり、そのときラケットの頭が手より上に出たとざ。

3. ラインアウトなど

シャトルが相手のコートに入らなかったとき (サービスは決められているサービスコー トヽ 但し相手が打て

ば入ったこととなる。選手が自分のコート (サービスコート)に落ちたシャトルを打たなかったときや、自分
の身体や着衣に当ったとき。

4 ダブルタノチ、 ドリブルなど
シャトルを一人が2度以上打ちたり、続いてパー トナーが打ったり、ホールデイングしたとき。
S オーパーネット、オーバーゾーン、インターフエアなど
ラケントや身体がネットにふれたり相手側に入ったり、相手を妨害したとき。

フオルトは主害が裁定する。しかしサープ、レンープについてはサービスジヤノジが、ラインのイン、アウト

は担当のラインズマンが裁定する。この他息切れや疲労回復のためプレーをぐずぐずさせることを禁止してあ

って、主審の許可なしにコートを離れるとオミ′卜されるから、タオルは小さいものを身につけ、予備のラケ

ノトはコ~ト サイドに置〈など、選手は注意しなければならない。

競 技 の 見 方

パ ドミントンは、追羽根との連想から軟弱な競技のように思われてきたが、今日では最近の国際競技実績から

広い範囲に理解されている。この競技は強い脚力と協力、内臓を必要とするスピー ド感あふれたダイナミッタな

ゲームである反面緻密な神経と繊細な高度のテクニックを要する興味深いもので、本競技の先進国では常に10,0∞

入以上の現衆を集める魅力がある。また一方ではレクリエーションとしても、誰でもどこでも手軽にキヤノチポ

ールのように楽 しむことができるのも、今日の発展を呼んだ大きな原因である。

1.524mの 高さのネットをはさんでラケットで約58の シャトルコックを打ち合 う球技であるが、打ち方 (ス ト
ローク)の種類はいろいろある。主なものは高く深 〈打つハイクリヤー、スマッシェ、 ドロップショット、ネッ
トの攻め合いのネットス トローク (ヘヤピンシヨノト)な どで、とりわけ不ットに当って伝わるようなプレーが

デリケー トに応酬されるときは、スリルさえ感 じる。相手の弱点を攻め、体力を消耗させて行くゲームなので、

逆モーシヨンをとり、また鋭い予見で一瞬でも早 く防いでゲームを有利に進めて行 〈のである。選手達はライン

やネットの上縁などギリギリの点を攻め、また何十分の一秒の差を争うきびしい競技のため、たえず細かく気を

くばり神経を張 りつめている。喚声やぎわめき、写真のフラッシュなどは円滑な競技の妨げになるから、競技を

正 し〈見る観客として充分な注意が必要である。 ミスに対 して手を叩くようなことも慎 しまなければならない。

正式の競技会は暗幕で天然光線を遮 り、風が入らないようにして人工光線で行なわれる。元来が英国発生の競技

なので、選手間においても札を失するようなことがあってはならない。
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アマチュアから本格派まで

選びぬ力れた月星ゴムのスポーッ0シューズ
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軽 い,強 い,すべ らない… と三拍 子 そろ った月星 の VP学 生 靴

は、 いま全国 です ば ら しい ご信 頼 をいた だ いて
い る革靴 です 。

口

“

月星 ゴム株式会社

Eコ Eコ

|   |

、

ヽ



N

］
　

¨

至
多
度
津
　
　
一　
一

―

∃

「
Ｉ
Ｊ

善 通 寺 市 宿 舎 案 内 図

①

12

４ヽ

一
◎

中央小

文

西中 文

③  ①  ⑩⑥⑦

15 1

文
四国学院
大 学

束 中
文

②

東部小 文

善通寺
一 尚

文

●         ●

―

旭

イ

モ
門

O

本  郷  通

国
鉄
ぜ
ん
つ
う
じ

¬
「

~¬

琴 平 町 宿 舎 案 内 図

①

●

-0       0

裏参道

②

③ ④ ⑤
表参道

パ

ス
セ
ン
タ
ー

琴
参

電
鉄

高
松
琴
平

至
善
通
寺

国
鉄
こ
と
ひ
ら

神
　
明
　
町

至
高
知

赤

門

ム
塁

① 大

一３

一

0

■
■
一■

■
一日
園
日
四
一

「lmmll‖‖|||||‖‖‖‖|‖‖:|‖ ul‖ |‖‖‖|

⑦

r¨―¨¨
=「
¬

1  01

57■

至
琴
平

五
重
塔

「

‐ ¬ 口

「

~



,i2-ive$"'
:′ヶ-1%)□□挨。

ンクマ トリクス管 採 用の

ブル タイプ

標準イ面格 109,800円1本体109,700円 。イヤホン100円

専用テレビ台TT-103(別 売)3,300円
(ア ンテナ代・取付け費・付属品代は別 )

お求めは信用と技術を誇る当店ヘ
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宮田電化センター
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香 川 県 丸 亀 市 中府 町 246  TEL九 亀 (2)4066(2)8651
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宿  舎 覧  表  1諄
'峙
市内,

″ 宿  舎  名 電 話

2-l141

10

高  矢口  屋 2‐ 0749
ll

徳  田  屋 2-1310

fI ,I 1交 名

魚 七 本 館

善通寺市

本郷通 3丁 目 2-0006
(大 分 県)扇城高校,  日田林工業高校, 昭和女子高校
(大阪府,港高校, 茨木高校, 四条畷学園高校,

布施工業高校, 佐野工業高校

2 銀 1111: 生野町南口 川内高校,
首里高 |′た,

鹿児島高校

知念高校

色
¨

熊本商科大学附属高校, 字上高校 ,
九州女学院高校, 熊本市立高校

3
赤門筋 1丁 目

2-0585 (熊 本 県 )

莉

¨

た

．
南  町

2-0348 (長 崎 県 )
長崎商業高校, 鶴鳴女子高校, 諌早高校 ,
壌浦 (ケ イホ)高 校, 長崎東高校

柳井商工高校, 下関商業高校, 長府高校 ,
下関南高校, 高森高校

5 浪 花 ず し
中通り 1丁 11

2‐ 0487 (山 11県 )

士
ロ

(香 川 県)(女 )高松女子商業高校
(岡 山 県)水島工業高校, 青陵高校, 倉敷工業高校,

山陽女子高校

(広 島 県)福山葦陽高校, 北川工高校

里予 2-0147
片原町 4丁 ||

(鳥 取 県)鳥取西高校 ,
境港工業高校 ,

倉吉工業高校, 倉吉西高校 ,
境高校

さ  〈  ら  や
片原町 4丁 |] 県

県

根

形

島

山
)松江商業高校, 松江家政高校
)新庄市高校, 山形工業高校,日 本大学山形高校

美 ,皮
片f神J3~「日

2‐ 0847 (徳 島 県)日 和佐高校, 小松島高校

尾 |
宋̈

京町 1丁 目
2-1247

万  才  屋
片原町 4丁日

2-0541 (香 川 県)(男 )高松商業高校, 坂出工業高校

片原町 3丁 目 (高 知 県)高知学芸高校, 須崎高校 ,

中通 り1丁 [1

12 銀

13

14

15 魚 七 別 館

中通 り2丁目

京口∫2「 目

赤門筋 1丁 11

本郷通 (3丁 II

す し伝本 店

山  本  屋 2-2588

2-0858

(兵 庫 県)(男 )甲南高校, 星陵高校

(和歌山県)新富商業高校, 御坊商工高校 ,
(奈 良 県)正強高校, 一条高校
(滋 賀 県)彦根工業高校, 大津高校 .

長浜商工高校, 石山高校 ,

(福 井 県)勝山精華高校, iHi志高校, 勝山高校

2-0383

2-0007

新宮高校

(高 知 県)土佐女子高校

(兵 庫 県 )(女 )尼崎高校 ,

(二 重 県)宇治山田高校 ,
伊勢工業高校

(京 都 府)京都商業高校 ,
鴨折高校

尼崎西高校

宇治山田商業高校,

成安女子高校, 洛星高校,

草津高校,

彦根西高校

59■

(宮 崎 県)宮崎女子高校
(鹿児島県)鹿児島南高校 ,
(沖  縄)那覇商業高校 ,

6

(愛 媛 県)松山商業高校, 今治北高校

座



ヤマハヮピアノ,エレクトン
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κ 宿  舎  名

宿  舎

所 電住 1交 名

小倉商業高校,九州女子高校,明善高校,
明善高校定時制,八幡西高校
吉原工業高校,吉原高校,富士富北高校,
沼津東高校,富士高校
津幡高校,金沢市立工業高校,金沢商業高校,
藤花高校,大聖寺高校
高蔵女子商業高校,東海高校,尾北高校 ,
名古屋電気工業高校,時習館高校
甲府商業高校,甲府第二高校,甲府湯田高校,
日川高校,第一商業高校

琴

　

西

平

(福岡県)

(静岡県 )

(石川県 )

(愛知県)

(山梨県)

泉全 山  町
琴平

レ

西    山    田丁

(北海道)札幌工業高校,北海高校,札幌北斗高校 ,
札幌啓北商業高校,小樽商業高校,羽幌高校 ,
帯広農業高校,留萌高校,江別高校,新得高校
札幌西高校,帯広大谷高校,

(新潟県)吉田商業高校,新発田商工高校,青陵高校
三条東高校,三条商業高校,新潟南高校 ,
新潟中央高校

松 竹

~~~~T

(神奈川県)横浜 t野高校,厚本東高校,平塚商業高校 ,
捜真女学校,横浜商業高校,逗子開成高校 ,
関東学院六浦高校

(東 京 都)日 本大学鶴ケ岡高校,三階堂高校 ,
巣鴨女子商業高校,桐朋女子高校,
聖学院高校,堀越高校

蟹虎 内

内

口丁

口∫ 5-2131

田丁

(岩手県 )

(青森県 )

(秋田県 )

(福島県 )

３１

ヽ

,

千厩高校,黒沢尻北高校,専修大学北上高校
盛岡第四高校
八戸市立商業高校,浪岡高校,東奥女子高校,
東奥義塾高校

経済大学附属高校

平商業高校,若松女子高校,福島商業高校,
会津高校,会津工業高校

須坂高校,岡谷南高校,諏訪二葉高校 ,
伊那弥生ケ丘高校 ,
高岡女子高校,富山商業高校,高岡商業高校 ,
高岡工芸高校,清光女子高校
石岡第二高校, 日立第二高校,鉾田第二高校 ,
太田第二高校

岐阜東高校,富 田女子高校

4

5

6 備  前  屋

|々

敷  島  館 内

(群馬県)渋川女子高校,東京農業大学第二高校 ,
境高校,桐生市立商業高校

(千葉県)昭和学院高校,我孫子二階堂高校,京葉高校 ,
本更津高校

(栃木県)石橋高校,真岡農業高校,作新学院高校,
宇都市工業高校,栃木高校,真岡女子高校

(富城県)尚緬女学院高校,宙城工業高校第二女子高校,
塩釜女子高校,電子工業高校,東北学院高校 ,
仙台女子高校,仙台第二高校

(埼玉県)川 口女子高校,大富高校,大古西高校 ,
川越女子高校,浦和西高校,小松原女子高校

″

， Ｈ

４

田丁 5-4131

神  明  町

(長野県 )

(富山県 )

(茨城県 )

(岐阜県 )

新  魚  清 5-2!26
～ 8

畢義  ヨ尋  (琴平町内)
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‐
を効果的にするため

E外ではタイカーiの トレ~ニ ングンュ~ズ〈ビツカ~ヽ)あるいは〈リンバ~0)に ,日 きかえてください.
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栄 光 の あ と

(団体 戦 の部 )

|」 オ女 年 度

第

第 2回 1951 札 幌 市
子

子

男

女

第 4同
６５

“
形

■

¨

子

子

男

女

子

子

男

女
:尺回 , 全‘弔

一
ｐ

第 61] 戸 市1955 kt

第 7〔]

第 81‖ |

19“ 1仙 台 市
子

子

男

女

第 9回

第10回 1959

久 留 米 市
(兵 )

(富 )

商

子女

一戸
　
・
岡

神

高
第11阿 1960

第12回 1)61

子

子

男

女
第131] 高 岡 市

11)63 鶴 岡 市 男 子
女 子

第14阿

第16回

第17回 1966 弘 前 市 男 子
女 子

第18回 金 沢 市
子

子

男

女

1968 福 山 市

新潟商業(新 )・高円商業(富 )

富田女子(技 )・真周女子(栃 )

三条商案(新 )・日大山形(山 )

敬■学園(山 )・戯安女子(京 )

北 越 商

布 施 女

富

新

山 商
潟 育

業 (新 )

子 (大 )

業 (富 )

陵 (新 )

第19同

第20同 1`)69 桐 ′F 市 男 子
女 子

第21 lr」 1970 名 古 市
47

47

男 子

女 子

高岡商業(富 )・富山商業(富 )

真岡女子(栃 )・新潟青陵(新 )

伊勢工薬(三 )・正  強(奈 )
新庄南(山 )■条喘学園(夫 )

開 催 地 種 別
|

1 イ立 2 位 3 位

1黄  '兵  [|'
男 子

女 子

関 東 学 院 (神 ) 緑  ケ  丘 (神 )
津    幡 (石 )

金 沢 泉 ケ 丘 (石 )

新 潟 中 央 (新 )幌 東

関

幌

東
Ｌ
ｒ 院

南

神

北

聖  学  院 (神
札 幌 星 園 (北

戸I金
)1安

民 泉 ケ

叫 111

1,)52 諄 i唾 寺 市
男 子

女子

63

16

金

札

口
八 水

南

石

北

金 沢 泉 ケ 丘 (石 )

善 通 寺 第 一 (香 )

」し 海 (北 )

幌 札  幌  東 (北 )
北

尚

海

院

北

富

関 東 学 院 (神 ) 関東学院六浦 (神 )
΅女●【 黒 石 (青 ) 若 松 女 子 (福島)

金

坂

,尺 三二 水
出

石

香

松 江 商 業 (島 ) 聖  学  院 (東 )
若 松 女 子幅島) 善 通 寺 第一 (香 )

男 子

女 子

38

39

聖

山

字̈ 院

子

東

岡

金 ,尺 二 水 (石 )
尚綱 女学 院 (■ )

山形市立商業 (山 )
且
勿 女 善 通 寺 第 一 (香 )

40

40

松 江
”
― 島 自 石 (宮 ) 塁1 ri F「

善 通 寺 第 一 香 山 陽 女 子(岡 ) 尚 細 女学 院 (■ )

1957 松 江 市 男 子
女 子

41

40

山形市立商業 (山

善 通 寺 第 一 (香

松 江 商 業 (島 ) 聖  学  院 (東 )
敬 愛 学 園 (秋 ) 前橋市 立女「 (群 )

1()58 新 潟 市 男
子

女 子

40

40

山 形 商 業 (山

善 通 寺 第 一 (香

津 幡 (石 ) :|'

山  陽  女 (岡 ) 尚 網 女学 院 (吉 )

会津若松市
男

女

子

子

44

41

山形市立商業 (山 帯 広 三 条 (北 ) 茨 木 (大 )

善 通 寺 第 一 (香 ) 坂 出 (香 ) 敬 愛 学 園 (秋 )
+―=ニーーーー

男

女

子

子

弘 前 市
|

男

女

子

子

松

真

江 商 (島 )

i(栃 )女

聖  学  院 (東 )
高 岡 女 子 (富 )

山形市立商業 (山 ) 新

新

潟
ケ
＾

商

姫

業

ｒ

(新 )

荀女 愛 学 園 ( 秋
｀ 力:.

44

45

新 潟 商 業 富 山 商 業 (富 )

新  庄  南 (山 )
帯

城

広

北

三

女

条

ｒ

(北 )

(山 )
1新潟女子工芸

第15回 1964 京 都 市 男 子
女 子

45

46

富 山 商 業 新 潟 商 業 (新 )

布 施 女 子 (大 )

秋 田 経 大 付

善 通 寺 第 一

(秋 )

受 ・″ 1戦 . 秋 香 ,

1965 熊 本 市 男 子
女子

47

45

山 商 業 (富 )
岡 女 子 (栃 )

城 工 業 (古 )

愛 学 園 (秋 )

高 岡 商 業 (富 )
女 子 (京 )真 安

46 吉 岡 商 業 (富 )

敬 山 陽 女 子 (岡 )

46

48

金沢市立工業 (石 )

新 潟 青 陵 (新 )
市 立 一 条 (奈 )

東  大  阪 (大 )
子

子

男

女

47

48

高 岡 商 業 (富 )

東  大  阪 (大 ) :斤 「愛 新

金沢市立工業 (石 )

東  大  阪 (大 )
桐生市立工業 (群 )

成 安 女 子 (京 )

富 山 商 業 (富 ) 新 潟 商 業 (新 )

成 安 女 子 (京 )真 岡 女 子 (栃 )

63日

1953

第 3回

丘 (石 )

３

３

一
２

２

４

４

一
４

４

山

善

神

山

敬

富

金沢市 立工業 (石 )

潟



日本 バ ドミン トン協 会 公 認

本 年 度 各 選 手 権 大 会 指 定 ネ ッ ト

(今大 会使 用 中 )

Y:.Mミセキネ・ソト

いつ も安 心 して プ レー の 出 来 る

丈夫 で長持 のす るネ ッ トです

是 非 ご指 命 ご愛 用 下 さ い

第 1回検 定 以 来 合 格

ミセ キ ネ ッ ト製 作 所
埼玉県幸手町 中 1丁 目 7-4
TEL 04804(2)0379

■
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栄 光 の あ と

(個 人戦 の部 )

(第 6t,¬ 神 戸 大 会 よ り)
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節  生

駄道好信 3

山11 聡 1

森 幸久3
町田勝盛 3

森重 朗②

八幡和幸 1

松下忠誠 3

山道弘敏 3

茂田保治 2

茂田治孝 1

橋本喜博 2

中山孝‐Э

牛島敏文1

田中英彦③

緒方光太郎 1

緒方正朗 2

北島安雄 1

古浦大志博2

国分忠好 3

井浦比呂巳3

平山勝美 3 瀬 ||1秀司 3
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岡 山
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15 島 根
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田上義美③
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出石 え0
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田辺 豊 2  和田総-2

鳥 軍

県 立 新 富
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玉石厚史3
和 歌 山

府 立 佐 野 工 業
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大  阪
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原
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朝倉 衛3,
河合英樹3

上田義広 3

瀬良信明 3

仲尾信-1

玉利幸徳③
川畑後彦 2

島

井

崎

崎

酉

司
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彦
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康

武

澄
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石

田
藤

日

杉

石

森

大

＜

加
森

大

平

俊

＞

男

夫

雄

子

男

朝

幸

年

一
靖

克

訴

星

宗^ 都
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洛

彦

耕

安上

中

坂

田

横内耕二 3

下岡秀幸 3

山本修三 3

酒井 寛3

吉田憲司 3

公子 進 3

宮崎克巳2

奥村正じ3

義 三森村禎夫 3

山口光宣 2
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大
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=
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1

松本健三 3

数野賢二 3

栗lr':,台 2小野博巳2

野木秀樹 1

23

県 立 伊 勢 工 業

県立宇治山田商業

重

水 谷 貞 夫

(大世古吉弘)

沖 見 新 一

日 中 久 雄

2

名古屋電気工業

立

時立

東

県

県 館

愛 知

尾

海

」し

紀
　
　
一
生

二

正

　

五

富

昭

野

　

藤

谷

木

中

　

‘

新

鈴

横井靖-3  伊藤睦彦2  香村司郎2
久保田日出夫2  横井千秋2
鈴木宏寿3

伊串裕美 3

北村幸彦 3中瀬裕規 3
二橋良平 2

青山忠雄③
黒柳直人2
小林明則3
丹羽洋幸3

深津 登3

河瀬 聡3  内山直樹 3

67●

,       1

%1県 名
|

―――+一+一―一―

井崎稚強Э
浦田幸-3

野呂茂治OI
向井晴久2



男 子 (3)

.ほ 県 名
= 
校 名 監督 (コ ーチ)

マネージャー

人

員 手 名

鈴木俊雅Э
松田信洋 2

吉岡直:彦③
植松明彦 2

三井政志 3

土屋 仁 3
増護サI1lE美 3
111本ラる,菫‐3

後藤隆弘 3

横lll ttЭ
角口1勝 2

浅野 勇③
古西 悟CII)

後藤純――CI 小場 億D
大橋弘之 2

鶴FI充和③
曽我1蓼-2
三沢昌徳 3

神津茂彰 iO,
竹前義孝 2
宮坂知足 3

舟本聖二 2  松田正司 2

25 静  岡

県 立 富 士 F北

県 ● 吉
'I(工
業

県  t 富 士
県 立 沼 津 東

斉
(中

石
中
内
中

茂 樹
鎮也)
利 信
稔

寿 夫
鎮 也

26 岐  阜
岐   阜   東 野 村 泰 誌

(岩 田  昇)
吉 田 宏 昭

27 長  野
須

岡

坂

南雀)

嘉 部

飯 島

益 次

嘉 幸

28 福  井 県 立 勝
1 山 山 内

(竹内
正 孝
泰―)

7

金 沢 市 立 工 業 河原山
(石丸
谷
矢 崎

晴 夫
治平)
耕 路
孝 一

7

29 石 , | l

県 立 大 聖 寺 1

県 立 富 山 商 業 不 破
(川上
牧 田
善 光
(江尻
カロ 薦ヽ
松 沢

裕
)

光
弘
)

正
彦

7

30 富  山 県 立 高 岡 商 業

洋一
彰

兼三

成 .

7

県 立 高 同 工 芸 2

県 立 吉 日 商 業

県 立 三 条 商 業
県 立 新 潟 南

福 原 光 市
大 村 安 男
勝 見 俊 一
本 間 正 温

6

2

2

31 新  潟

水上誠二①
笠川 博2

大道鉄治Э
平野慶-1

石川啓一③
山場剛和 1

前田政鰍Э

高橋邦男 3
山下敏行②

米田幸
谷島助

:113

,12
鈴木昭彦 3
林 芳広 2

原 敏夫Э

高本一男 3

下田春樹Э
西村美鶴 1

梅本 彰Э
高木正憲 1

北山公共3
朴木 茂 1

小山1'告-2

島 茂光3
山下利文 1

内生産敏成 3
盛野弘進 1

藤木 浩 2
山崎嘉弘 1

三フ
「
■芳和2

別森敬-3  笠谷正弘 3

佐野直行③
堀井文雄 2
土田証雄 3
小泉文男 3

前口!俊男 3
日辺敏男 2
鈴木克卓 2
小田 等 3

竹野三則 2  渡辺 忠 2

山本
切刀
勉Э  依田雅夫③
政2  内田博之2

秋山建士Э
塚原将生 2

渡 辺
|,2

山Hl秀才 3
作道秀樹 3

勝浦親茨 3
浦崎幸雄 2

柴田雅朗 3
小川籠笙行 2

坂井茂生3  金子雄-3

折井直則 3
中野孝司 3
小林良雄 3

村島 竜 3
高島吉信 3

32

甲 府 商 業

山 梨

県 立 第一 商 業
県 立 日 川

田 村
(太田
穂 坂
橘 田
広 瀬

博
精― )
広 治
登

俊 将

県 立 横 浜 立 野

33 関 東 学 院 六 浦

市 立 横 浜 商 業
逗  子 開 成

杉 田
(杉田
重 田
二 見
森
中 島

博
良 F)
四 郎
正 男
秀 雄
藤 一

東  京

日本大学鶴ケ丘

堀
聖

.■
越
院

前 日
(大山
矢 島
内 IL
大 島

耕 作
篤男)
時 広
覚
一 郎

坪井宏之 3
榎 博久 1

後藤武信②
福田利男 1

青木一成 3

遠藤嘉明②
鳥山康行2

王 茂漱Э

九日I 厚 3
遠藤正弘 3

35 千  葉

県
"木
更 津

県 立 京 葉

佐 藤
(周東
吉 田
渡 辺

正 昭
和之 )
達治郎
哲 男

丸山秀之③
積[11稚美3

下日邦弘③
進藤兵二 2

吉日英昭Э
森 孝裕 2

藤江洋史3

佐久F.3政広3 滝本和大 3

36 埼  玉

大

県

宙   西

立 大 吉

中 野
(小富
宮 沢
仲 沢

仲
和幸)
金 次
正 博

菅野 肇 3
大沢吉次 2

大野康昭③
大久保正次 2

森 幸男 3松 tI金彦 3

足利英之③  島村哲司2
小林静男1

34

夫
充
三藤
沢
遠
小

神 奈 川

口 68



男 子 (4)

|

″θl県 名 r 校 名
監督 (コ ーチ)
マネージャー

人

員
,彗

「
名

桐 生 市
'商
業 西 巻 育 夫
(内 田 通夫 )
橋 場 仁 美

7 福田耕太郎Э 後藤高史③
千朗 博2) 星野孝-2

岩木荘吉 3
須田幸郎 2

ツ:1京 |11'12
37 群  馬

作 新 学 院

県 立 石 橋
県立字都
=工
業

県 立 栃  木

ξ 藤
(田中
中 里
古 口
絹 川
沢

満
勇)
一 夫
紀 夫
寧

謙 介

7 小池明男 3
菅谷博光 2

石川一典 3

秋山和共 1
大久保龍男 3 北条敏夫 3
鈴木二郎 1

38 栃 木
2

2

1

笠野孝男3
森山勝吉 2
阿部秀夫3

岩村康夫 3
高島栄 ‐2

茨  城

県 立福 島 商 業 阿 部 裕 和
(伊藤 喜和 )
森 谷   精
鈴 木 浩 一
五十嵐 善 正

7 渡辺亮―C)
渡辺博正2

角田重男③
吉田勝男 2

佐藤芳雄 3
多勢陽-2

渡辺 等 3
40 福  島

県 立 会 津
県 立 会津 工 業

3
1

冠木幸雄 3
渡部修-3

鈴木幹二 3  玉川幹雄 3

4: 山  形

日本大 学 山形

県 立 山 形 工 業

桔 梗 喜
(永井
田 所 光
鈴 木

司)
男
尭

,尺

′」ヽ
井
松
芳

輝

夫
雄

米山正和③
=浦一則 2

中島良激Э
安IH克巳 2

渋谷周治3
■藤重広 2

T藤吉-3

大場和博3  秋葉 博 2

42 秋  田 秋
日経済大学付属 池田

岡部
秀美Э
正③
安達稚之③  新泉義則3
長谷川博秋Э 渡部 忠3

佐藤 寿3

43 宮 城

東北工業大学電子
工業

三 浦
(渡辺
森
毛 利
蒔 田
高 橋

紘
正喜)
弘 志
菊 夫
修
貞 男

6

仙 台 第 二
東 北 学 院
県  工  業

2

1

1

小野秀之 3
残間正悦 2

足利 宏③
千葉信孝2

漆沢 浩Э 伊藤 隆3

八巻一洋 3
青山 隆3
庄子亮-3

岩崎 弘 2

44 岩  手

県 立 盛 岡 第 四

県 立 千 晨
県 立 黒 沢 尻 北
専 修 大 学 北 上

川 村
佐々本
佐々木
′jヽ  チ||
小田島

薫
勝 彦
彦 士
桂 史
祐 一

兼平敏雄 3
浅沼 孝 2
佐藤1 勇 3
熊谷盛房 3
′
]ヽ原 図13

永沢文史朗 3 山内卓也3

千葉博巳3

′ilr i:2

金野昌弘3
′
1ヽ原利貝」3

45 青  森

東 奥 義 塾 葛 西
(藤田
須 藤
′
]ヽ  チ||

七 戸
中川原

強
烈 )
鉄 彦
輝 男
那 厚
一 雄

大川信昌3
菊地一志2

木村秀治 3
高木 朗 2

一戸 任 3
小山稚嗣 2

今与視博 3

三浦文昭 3

佐々木寿男 3

福士 栄 3

大浦 荘 3

須藤 茂 2

46
南
北 海 道

」ヒ l毎

ホし   幌
札 幌 工
江

|||

業
り|∫

竹内信博3
中川紀夫 1

高木勝弘 3
佐藤敏博 3
負寓:谷

'イ

女イ丁3

赤石純-3
西|11 カ 1

小野寺寛恭 3
長谷地孝―-1

山川豊 2

佐藤文糸こ3
松本行則 3

」ヒ
北 海 道

帯 広 農 業

羽
留

幌
萌

赤 川
(伊勢
吉 田
笠 井
岩 崎

賢 二
寿文)
優

武 彰
興

,19井惣次③
瀬‖1 満 2

下野 正③
松崎茂人 1

北村忠明3

福島清寛 3
増山 元 1

渋谷洋-2

木村正身3
上田 進3

中原教和③
岡崎正文2

木下元則③
岡内克泰1

栗 英剛②
小野坂和美 1

古竹公二 3
竹森宏次 1

北谷恭‐②

竹林良咀Э  竹内洋稚③
田中政月咆) 大西正美1

古河正広②
48 香  川

県 立 高 松 商 業

県 立 坂 出 工 業

地 下 義 文
(浜崎 六雄 )
自 井 英 治
藤 原 和 文
(辻本 義文)
松 浦 一二三

39

八 戸 市 立 商 業

善
＞
聡
道
三
正

隆
宣
　
　
正
正
三

嵐
浦
合
枝
　
藤

十
谷
五
＜
堀
藤
森
佐

47

69■



選 手 名 簿 女 子 (l)

監督 (コ ーチ )

マ 不
~ン
ヤ
~

人

員

那 覇 商 業

念

κ 県 名

沖  縄

鹿 児 島

県 立 ,|1 内

県 立鹿 児 島 南

宮  崎

大  分

宮 崎 女 子

扇  城   高

昭 和 女 子

熊 本 市 立

院

土
７̈
・́一■

女―

立

九

県

本

長 崎

鶴  鳴 女 子

市 立 長 崎 商 業

屋 良   勝

梅 高 秀 行

7

5

3

潔

＞

子
亮

一英

京

賢

津

上

木

中

吉

村

正

田

良 三
千佳子

勝

野

崎

田

春

富

稲

屋比久

(金城

棚 原
東大浜

′」ヽ ,||

(池田

山 下

道 智
兼― )
順二朗

日出夫

留美子

尚 子
興 元

佐  賀

高 知

土 佐  女 子

向井田

(中島

誠 一

真― )

恭 子
嘉 泰

摩

岡

播

平

広  島
県 立 福 山 葦 陽

14 岡  山
山 陽 女 子

県 立 日 和 佐

12

島

山 ロ

石 井   実

11 徳

県 立 小 松 島

毛 利
(浦 il

山 上

消 志
恵子)

周 之

府

　

南

森

長

　

関

高

下

立

　

立

立

県

　

県

県

二

昭

禎

信

西

野

中

奥

)■ 手 名

比嘉道子CI
屋嘉比典 F2

与那嶺恵―rくЭ 桃原吉子③  畑 省子3
牧志悦子2  王城由紀子 2

嶺井素子3  吉城和美 3

小島美都子Э 浜崎真由美③ 小倉三千代③ 清水典承Э
山下のり子3

石川洋子 3

出水雪争Э
飯千真弓 1

甲斐久美子③
寺田悦子 1

陶山時和 2

大脇京子 1
百市敦子 2

恵良早美(Э

利木博美 3

村瀬信子 3

中野いづみ③ 一松敏子3

横田文子3  '‖辺瑞恵3

吉永真知子3

村田真理子③
吉田典子 2

渡辺昌子3

江口よじ子 3

村上千代子③
井星きよ子 2

後藤早苗 1

本田京子 3

上中弘子 2

後藤妙子 1

村永公子 3

関 京子 3
上林紀子 2

土井民子 3

川ホ久子(D 上」●:{圭子2
三|:富±1,2
■●■子

`

九

　

　

　

県

州 女 子

広

村

堤

池

＜

国

今

一
＞

子

道

子

誠

京

和

正

松尾淑子③  森山博子③
山本まり子2 三角智子2

的野亮子 3

瀬戸口美子 2

伊藤文代 2

福 岡

立 明 善 吉崎紀美子3 大森敬子 3

勝賀瀬 健 三
(田島いつ子)
川 渕 幹 子

小野山 素Э 補瀬美佐恵① 森
"1 
文1

川添雅代①  1lI島有争① 中井真理 F‐ 1
楠瀬順子 1

県 立 今 治 北 越 智
(津国

青 野
池 内

7 井出靖イC)
飯尾由香 2

正岡裕子 3

大仲孝子 2

片上智子(3)

青野瑞穂2

谷日和恵 2

:0 愛 援

県 立 松 山 商 2 近藤弘美 3 森元典子3

春木驚子Э
一山三恵 12

小泉澄江③
大西紀美 2

伊勢かをる3

中
"|ミ

ヤ子2 宮家幸子2
谷本徳美 2

仁木博子 3

門田満恵Э
日本真智 F3
渡部悦子3

磯部純子 3

末岡千佳予Э 松嶋相子3

中村ひずる3

山下加代子 3

松尾敏子 3

三日明美②
林寿美承Э
三宅一美 2

平田喜久江CI 田辺裕承D
寺見みど塁 2

■ 70

学 校 名

吉 田 信 之

13

浅 谷 寿々也

小浜孝予Э
辻 孝子2
斉藤康子3

壮 一

洋文)

瑞 穂
長 良

山内知江C)小 林恭子C)相 方美縮③  高橋由実Э
小川繁子2



女 子 (2)

″ 県 名
.′
 1交  名

監督 (コ ーチ)
マ不―シャー

1野 津 幸

1松 尾 益
~「~~~~・ ~~~・~
1倉 光 忠

|(山根  怜
1山 田 公

青 木 栄 吉

人

員

6

I (4.n tr)
r

2

・  7

3

″
ｒ

巽

一 F

県 t松 江 商 業 樋野明美Э
松浦ルリ2

米原和 F() 高木富美子3 松尾ちづ子3
荒川恵美子 2

大廻敏子3  曽田幸子 3

15

16

1島
|

「
1鳥

根

取

松 江 家 政

県 立 倉 吉 西 山ホ智恵子3

111円公■3

三付恵 rCI
六十和美2

大原幸意Э  森下英子3
花房恭子 2

上__理型 境 1小 谷 章 公 121
~ 

「

~~~~~・ ~~~「 ~~~ヤ ~

商 業 1中 西 詳 味 171

中五t■威 /2 崎ィI秀代 2

1県 立新 ■

l .

1市 立 松 尾 良 行

(阪本 億司)
高 村 順 子

平 林
(牧野

||I  L

常 松
節

,羊

和 歌 山

本
ホ

県 立御 坊 商 工 1吉 本  稔

湯川泰 r3
古谷順 i3
■山依 ■3

和lll苗 r・0
北崎容 12
坂本消 r3

T~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ ~~

1県 立 尼 崎 西

―

―

― 十 一

弘 嗣 16

榎本博
'3山11清子 2

橋本泰 r3

久保すみ豫Э

1田宮佐知く )村岡美佐江 3
古谷成代③  佐伯智子③ 三浦喜代美3 焼||1順了・3

仲西喜美代 2

枡谷美智子C, 大場玲子3
高橋厚子3  山上あさ子3

中林知子1  桜井誠子 1

石飛智恵子3渋 谷多賀rO

西尾真理まЭ 秋本八代煮31 秋本幸承Э
諸橋典子1  徳田敦 rヽ3  高旧幹■1

佐藤歳 r2

条

務

松

中

・ 1

1',

7

7

71

2

5

良

19 兵  庫

20

市 立 尼 崎

＞

子

子

孝

成 安 女 子

阪大

四 条 畷 学 園 1片 岡 輝 明 |

田 忠邦)|
場 利 江 |

T~~T~TT

(杉

橋

東 条
(宇山

服 部

信 由
保夫)

博 美

|~~¬~~~

7 1谷
1服

尼崎初 ,3
長谷川祥子 2

美津代③
部直 rl13111

牧野睦羮:D
井上昌′くD

辻井美知 ,c.

県 立 草 津 辻   正 夫
(高井冨士子)

岡 林 恒 夫

寺 田   寿

]E 弘
典生 )

典 子
久 堆

辻とも了13

布施美息 子2

日中澄
'3坂 L紀代美 3

西村英子 3

山藤洋 r2
門脇真山美 3

西堀喜代 F3

林 慶 ′CI
石 ||1静 r-2

竹野信 r3  大西幸子 3

辻ひろ子3  進藤久美 r2
福永百合子2

瀬尾弘了kЭ
吉沢ゆずる2

「
f本文代 3

勝村真弓 2
中島ひろみ 3

賀滋

重

津

西根

大

彦

立

立

県

県

愛  知

25

阜

高蔵 女 子 商 業

県 立 時 習 館

県 こ宇 治 山 口

県 立 吉 原

県 立 富 士 宙

富  巨∫ 女 子

各
・子

田

llll

|
.I:

波多野美代子く)
中野年 r2
熊田博子3

田

村中

西

＜

県立字治山口商業

上 村
田 中

孝量J言:)阜
風朝羮:()水

谷加津美2

岡静

岐

上 野 忠 行

(酒井 俊― )
遠 藤 里枝千
原   洋 男

野 村 泰 誌

(足 立 守男)

志田由美子③ 渡井里美③
字佐美洋子2 四十川恵子 2

仲沢昌 r・ 3  曽根真知子 3

田村明代③
天野光子 2

鈴木由美 r3

森出博 rてD
小出静和

諏 訪 ■ 葉

日比野悦争③ 川崎承イO  梅田加代■ID

;々野君江③
吉:|:幸 r・ 3

F:原康■3

27 長  野
伊 那 弥 生 ケ丘

赤 羽
仲 本
百 瀬

幸 雄
美智江

健 司

中西恵 13
佐久間京 r3
′」ヽ十利券r3

市川泰子C) ,11上 恵承IЭ
森[11美糸己r3

71ロ

十
~~~~

21 京  都

市
一

１

７

１



女 子 (3)

人

員

境

二第た

こ

．
．
農一ホ

県

東

県
"渋
サ|1女 子

群 馬

県 名
監督 (コ ーチ )
マネーンャー

,■ 手 名

県 立 高 志 富

(1

字

山

腰

本

田

内

青 治
敏彦 )

敏 一
正 孝

竹内真祐く )藤井尚美Э
自崎ひとみ2 堀江由利子2
大久保晴美3 六野直美2
中村智子 2

松浦敏子 3

前日仁美 2
朝日温子2

福 井
県 立 勝 山 精 華

県 立 勝 山

県 立 津 幡 原

＜

山

北
北

宋

芳 Fi
.脱

7 高丼京子 3

気谷悦 12
小原妙子3

伊藤真利子 2

梶 敦子3
キ内静代2

南 幸子(Э
)

子

匡

栄

石 崎

方

川

藤     花
県 立金 沢 商 業 昭

架谷恵 ,3
坂 11富美枝 3

薔光真須美 2

石代裕美子 3
―――トーーー

1清 光  女 子 出
＜

沢

新

口
嶋

田

日

孟

治 )

息子

貞

`

草問和 r・ 3
大I11弘 r・ 2

竹端尋美IЭ

横山俊 F2
堀内春美3

菊川ひとみ2
高島則子 3

富  山
仁

小

1県 立 高 岡 女 子 2 島 |‖千代子3 矢地初美 2

陵 佐

＜

大

鈴
藤

五

藤

辺

沢

木

岡

嵐

秀

悦

ユ

明
正

邦

夫

r)

美

典

弥

7 佐藤美登里 3

菅千枝子2

池IB邦 子2

田島喜美 '
大越美智子2 牛山富± 12
野崎一恵 1

`度

311新  潟
英

東

Ｉ

中
条
騎

ら

　

Ｆ

釉
三
続

立
立
螺

県

県

県

高野久美子3 小林則子3
海老名美恵子 3 長谷川信江 2
佐久問雅 子3

県
'中
府 第二 古

＜

消

沢 福 生
新津  勝 )
水 祐 子
袋   等

矢崎生子C  市村政子Э
[屋千代イ 2

山 梨

甲 府 湯 2 辻とよ子3  森本久美子3

県 立 厚 木 東 渡

＜

桑

岡

大

辺

近藤

島

努

勇司 )

喜美江

伸 篤
一 郎

7 尾山籍 r3 矢野柳 r3
ド旧弥
′
|:2

長田千恵子3 塩脇久子 3
間野伸子 22

神 奈

捜  真  女
県 立 平 塚 商 業

清水邦■3

清水光枝 3木

桐 女 子 流

戸

槻

井

野

神

水

＜

大

今

安

いづみ

照)

恭 子
先

智

7 越原容予Э
米沢啓子 2

岡崎礼■Э
多田智 r2

東 泉

l- E s 大場三弥子2

池 1日美智
『
2

村田嘉江2

1巣 鴨
~T~~

女 子 商 業

1我 孫 子
三 階 堂

|

部

木

藤

野

鈴

阿

＜

佐

牧

佳

＞

幸

夫

美
一
宏

美

建

鳥山素代3

斉藤智子 2

今井由美子 3

山田尚了()351 千   葉

昭 和 学 院 佐川陽 ,3  二瓶洋 r-3  関根ンズ江3

川
「
l市立川口女子 五十里 光 秋

(松本 和二 )
青柳京了C)
根岸恵美2

大村和董E:)
尾島岸子2

同府田絹子3 恒石敬子3
尾熊幸子2

埼
小 松 原 女 子

県 立 川 越 女 子

県 立 浦 和 西

よ

康

と

　

卓

木

本

沼

野

鈴

宙

柿

河

予

子

清

生

一
夫

石川美代子3

当庫英 i3
大
'家

情恵 3

山腰千代子 3

手

辺

野

巣

田

渡

横

＜

平

蜂

前

幸茂 |

__■

71

|

小比木テル i3
萩原淑子 3

鈴木厚子()熊谷弘子③  角田純子③
竹内朝子2 中沢美智子2

子

豊

隆

王

み

石川ヒロ子 3

高橋敏子3

糸井道子 3

■ 72

学  校  名

_二__
|

1青

渡辺さとみ③ 山本公子3
杉田洋子2  上旧正子2

―+― ―
―

|~~●~

鈴木紀イヽ 3

瀬戸圭 13
_4-

小野佐和子 3 山本美千江 3
関 陽子 2

」
___

永井澄子3  ′|ヽ倉和江 2
平野美千代①



女 子 (4)

κ 学  校  名
監督 (コ ーチ)
マネージャー

人

員
i,1 名手

福 島

県 立 平 商 業

県 立若松女子

41 山  形
県 立 新 庄 南

秋  田

県 立 羽 後

敬 愛 学 園

42

業

院

子

商

学

女

●
・　
　

´
一

好
女
疑

台
細
仙
尚
県

44

宮 城

塩 釜 女 子

45 青  森

県 立 浪 岡

東 奥 女 子

46

札
　
　
札
小
札 幌

幌 北 斗

樽  商

南
北 海 道 業

業

西

商幌 啓北

47
」し
北 海 道

:千

`]

帯 広 大 谷

上 田 功 夫

(鎌田美智子 )
山 田 英実子
森 日 精 一

48 香  川

県立善通寺一高

高 松 女 子 商

雄
＞
子
雄
子

子

恒
恵

朋
信
幸

千
岡
片
武
尾
橋

力
´

喜
＜
富
高
高

県 名

県 立 真 岡 女 子

県 立 真 岡 農 業

逮 井
(石 田
′
Jヽ  111

石 崎
羽 石

稔 男
昭子)
幸 子
喜代子
克 子

藤井由美子Э 沼能久歌②
佐藤久美子1 塩野谷信子2

竹田チイ字③ 青柳節子③
渡辺ミエ子2 小坂三枝子2

仁平美江2  ■月女
日向野藤江 1

,忍 1

大野みどり3 友部文子 3
大山照子2

平野井敦子2

矢口洋KD  早川典子②
堀田正子 1

木栃

7 横田美恵子3 佐々木芳子3
小ホ1浄月枝2

県 立 石 岡 第 二

県 立 盛 岡 第 四

専修 大 学 北 上

イヽ 松 イ有 二
(鈴木真知子)
大和国由責子

39 茨  城

岩  手

二
二
二

第
第
第

田
日
立

太
鉾

日

立
立
立

県
県
県

江
紀

一

淑
　
進

藤

田
地

佐
辺
菊 譴::3滑

|1和枝3

千葉陽子C)宮 内すみ rO加 藤ふさ3
小薇羊子1  渡辺多喜子1 酒井裕子1

芳賀幸′3 木村瑞江 3

永 井 ネ羊 一
(作山美代子 )
戸 松 万里子
二 瓶   健

高 山 昌 三

(奈良間信剛)
中 鉢 息 子

井 上   裕
(渡部ハマ子)
伊 藤 久美子
脇 坂 安 隆

矢口節手③ 本間浩承Э
今日真知手② 小野玲子2

ヽ

佐藤多美藪D武 田貞子③
佐藤京子3  渡部洋子2

佐藤厚子2

大江京承Э
金岡宏枝 3

中村道子③
鈴木まりえ3

九谷節 rO
f″藤宗 r2

高橋良子Э

保
＞
子
毅

一
雄

喜正
里
　
紘
文

広

子

一

和
雅
祐

田
野
島

保
　

田

久
細
小

之
＞
代
子
了
道

豊
皓
和
幸
義
　
正

原
辺
橋
村
部
海

渡
菅
＜
高
松
渡
熱

藤
浦
田
井

三
佐
＜
池
福

山
村
合
地
藤
枝

奥
＜
川
菊
佐
藤

佐藤順 r2

兵藤ひとみ 3

藤川英子③  大坪洋子3
斉田節子 2
小竹さよ子 3

加藤魔Ю
工藤寿子 2

福士かつ子③ 浅利羊子2
佐藤ちさ子2

鈴木絹 子3
阿部裕子2

山口みどり3
高橋正栄 3

佐藤つね子3

大志日晴子 3
松嶋明美 2
佐藤京子 3

弘 次
勇二 )
美津子
清 美

竹内恵子 3
伊藤智理子2

2 榊 龍子3  浜田秀子3

7 菅原弘美 3

大矢根靖子Э 石井マリ子③ 安藤清子③
長尾弥生②  横田典歌Э
岡田美子C) 小笠原泰子3 久保和子Э
村本玲子 3  杉田美代 1

児玉都歌Э
池裕美 12

渡辺嘉代子 3
前田邦子 2

高橋伸枝3
高木麻紀子2

青木千栄 3
桜井尚子 3
酒井奈美 r3

東志史子 3
深沢恵理子 3

自玖里承Э
山内房子 2

松田みどり③ 斉藤美智栄③ 高橋美智代3 山田英実子3
小野垣愛子 3

小山田芳子3 島野息子 2

高国千鶴承Э
山:コ豊子②

■７３

・

石上よし■③ 和円とし枝3
迎 能子Э  岡野明代2

宮本真知子③
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一
月
Ｊシマフ

yF-77フ多″ト

くバ ドミントンを科学する〉ほかのラケットよリシャフト

が長い。長い分だけしなる。反発力が強まる。だから

スマッシュが切れる。鋭くくいこむ。ヨネヤマのラケット

には、科学的な攻撃力が、潜んでいます。というのも

わたくしともヨネヤマは、カンと摺5実だけでは、ラケッ l

を造らないからです。冷静に科学する眼と、精細な実騨

の積み重ね、それがヨネヤマのラケット造りだからです

陽6000フ ァイブエースデラックス/¥3′ 500(フ レームのみ
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丸善″ ボ ール株式 会社

代 表 取 締 役  不火 山  元
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本 社 ・ 工 場

営  業  所

香 川 県三豊郡 三野町 大見

電 皓 高瀬局 代 表② 5135

東 京 。大 阪 ・ 北 九 州

自動肌色コントロール採用

ICフルオート薔薇
お買求めはサンヨーバラチエーンで

東四国三洋株式会社善通寺営業所

′・‐・ ′`・‐・ 三`::|:｀ ′
==■
′・■
=:,′
・‐・ ′ヽ・・・・ ′ヽ・ Jヽ′・‐・ ′ヽ・‐・・ヽ・・ _・ ′ヽ・_・ rヽ・_・、′・ _・■′・ _・、.・・ ..・、′・ .`・、′・・̈、.・・ _・、夕・ _・、′・ _・、.・・J、′・

`、
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進歩のマーク
.ヽ¨..・・ ..・・ _● .ヽ¨′●.● _̈●・・́ ●ヽ・ ●_● ●ヽ・ ●ア

=・

ライ トエース  :
1 200cc
750K積

TOMOTA コロナ.マークⅡ.スプリンター.ハイエース.
1 600cc  1 700CC  1 200cc  1 350cc
1 700cc  1 900cc  1 400cc  lt :讀【囲

)

::

:,

::

::

:'

::

::

::

::

香川 トョペット株式会社
電代 31-
電代 8,―

電代 6-

電代 2-

電代 5-

4101
3101

5522
922!
3603

75ロ

高 級 樹 脂 加 工 製 品

本     社
サービスセンター
坂 出 営 業 所
丸 亀 営 業 所
観 音 寺 営 業 所

高松市観 光通 り2丁 目5番22号
高松 市 香 西 南町 577の 2
坂出市横津町 3丁 目 1182
メL日目■
'1東

日ヨ田r東3分 11920の 1
観音寺市観音寺町 甲17%の 1
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河 崎 ラ ケ ッ ト エ 集 株 式 会 社

東京都台東区台京2-23-5■嬌831-18“・0453

すばらしいバランスと

抜群の素材を生かし切った

ブルーリースの目ざましい活躍が

そこに生きています

こわいラケット=ブルーリースを

あなたもお使いください

見事なプレイ

負けることを知らない

トッププレイヤーの
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昭和46年度全 高等学校総合体育大会
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第22 全国高等学校バドミントン選手権大会
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まさに世界最高の選手用
スチールラケットグラード
が誕生しました

ゴルフクラプの シャフ ト、高級 スキー

杖 に f`燿 われてその強靭性 が認め られてい

るクロームモ リプデ ン鋼 を使用 した グラー

ドは強靭 その ものでこれに優 るラケ ッ トは あ

りません。 まさに驚異の ラケ ントです 0

スリデ グラ ド S・ SS・ SD
~l■

軽 くて、強 くて、しかも正確 な機能

シャトリレコック
水鳥球 く検定合格球〉 く試合球〉

陸鳥球 く検定合格球〉 く試合球 USK>

★ 従来の シャ トルコ ンクと同一的運動特性 を有 し検定球 と

変 らぬ高 ,生

"ヒ

.′                .  _  .
新製品ハタチハイコックG櫓標〉
新製品インターナンョナルナイロンハネエース(7)
新製品 イ/タ ーナンョナルナイロンハ ネ ス′― ク

日本バドミントン協会公認
日本一の生産量を誇る

静 岡 県 浜 名郡
``"西
町 新 所

TEI_〈 05359)6-1501((ヽ )

GRADE― SD

口 82
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― 実現しました/

45年 度検定合格
ハ タチの
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スカイライン、乗用車“日本一"の王座獲得/
スカイライン〈カー・オブザ・イヤー〉でもトップ。′

自動車本来の命口「より速く、より快道に、より安全に」か

ら「無公害性」や「美しさ」更に社会に対する適性までも書査

して、国産乗用車のベストカーを選びだす1970年度 〈カー・オ

ブザ・イヤー)|こ スカイライン・′ヽ― ドトッフ2αЮC Tが菫々

とトノアの座を占めた。これは日本で最も権威と伝続を残す自

|1車専門誌「モーターフアン」が復刊300号の記念行事とし
て企画したものだが、その選考委員の顔ぶれは、学絲 、

自動車辞論察、作憲、アーチストなど各界のエキスパートから

よりすぐった19人。それだけに選考基準も厳しく「委員のなか

では■年少なので、若者を代表した立場で選ぶ」(同時宏司氏 )

「危険をすばやく回避できるタルマを」(大薇春彦氏)■に小ロ

泰平氏は「走行性能、快遺性、安全性、無公書性、経済性の6

つの柱を中心に」など、ベストカーに対する要望は多い。

この厳しい摯関を不安なく通過し、競合200車種のなかか
ら堂々と く
""年
度国産乗用車日本一〉|=決定したスカイライ

ン・′ヽ― ドトッカ 000C Tは、今や名実とも11日 本の生んだベ

ストカーといえる。

善通寺市生野町TEL2-1212

善通寺市金蔵寺町TEL2-1622

日程ヌリ″ス薔川販 売株 式会社

高松市郷東町TEL8:-2106

高松市春日町T E L41-4712

G二?
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表紙デザイン/善通寺第二高等学校教諭/速 水 史 朗

1 500cc 4ドアー・
1 800cc 4トフー・ハードトップ
2000GT 4ドアー・ハードトップ
2000 GTR― ・ハードトップ

CAR OFTHE YEAR  N:SSA‖ SKYL:NE

善通寺市 /太陽堂写真印刷印行
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